
日
本
労
働
総
同
盟
の
第
一
次
分
裂
と
西
尾
末
廣

118 （884）

千

本

秀

樹

F
♪

【
要
約
】
　
本
稿
で
は
、
左
右
対
立
が
顕
在
化
し
て
か
ら
第
一
次
分
裂
に
到
る
時
期
の
西
尾
末
廣
の
総
同
盟
に
お
け
る
役
割
を
検
討
す
る
。
西
尾
は
＝
二
年

大
会
以
後
、
実
質
的
に
総
同
盟
の
最
高
指
導
者
と
な
っ
て
い
た
。
一
九
二
四
年
秋
、
三
際
労
働
会
議
か
ら
帰
国
し
た
酉
尾
は
、
関
東
労
働
同
盟
会
に
発
生

し
た
左
右
対
立
の
調
停
者
と
し
て
、
鈴
木
会
長
ら
本
部
役
員
が
解
決
能
力
を
喪
失
す
る
な
か
で
総
同
盟
の
統
一
を
守
る
た
め
に
奔
走
す
る
。
観
念
的
な
左

鰹
禁
熊
襲
難
纏
酒
淫
露
艦
齢
縮
織
劇
蘇
蝋
紙
遅
鱗
篠
翻
恩
憶
捻
巽
が
諺
鋒
顯
縫
矯
繋

た
全
国
大
会
に
お
け
る
、
左
派
の
右
派
幹
部
を
攻
撃
す
る
態
度
と
、
そ
の
後
の
分
派
行
動
を
見
て
、
西
尾
は
や
む
な
く
会
長
代
理
と
し
て
み
ず
か
ら
の
手

で
左
派
を
除
名
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
六
四
巻
六
号
　
［
九
八
一
年
＝
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
鈴
木
文
治
を
産
婆
役
と
し
て
生
ま
れ
た
友
愛
会
が
日
本
蛍
働
総
同
盟
に
発
展
す
る
過
程
は
、
同
時
に
数
多
く
の
組
合
活
動
家
の
苦
闘
が
つ
み

重
ね
ら
れ
る
歴
史
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
労
働
組
合
運
動
史
で
は
、
鈴
木
文
治
の
膝
元
で
総
同
盟
を
さ
さ
え
た
松
岡
駒
吉
が
右
派
の
酋
領

と
囲
さ
れ
、
ま
た
友
愛
会
に
あ
た
ら
し
い
解
放
思
想
を
持
ち
込
ん
だ
賀
川
豊
彦
や
東
大
新
人
会
出
身
者
、
あ
る
い
は
左
派
労
働
組
合
運
動
の
闘

将
で
あ
る
渡
辺
政
之
輔
ら
の
奮
闘
が
、
歴
史
寡
た
ち
に
よ
っ
て
多
く
の
紙
数
を
さ
か
れ
て
き
た
。

　
し
か
し
友
愛
会
が
日
本
労
働
総
同
盟
に
発
展
す
る
過
程
に
お
い
て
、
労
働
組
合
の
組
織
建
設
の
面
で
も
っ
と
も
貢
献
し
た
の
は
西
尾
末
廣
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

あ
り
、
彼
を
の
ぞ
い
て
戦
前
期
の
日
本
労
働
総
同
盟
は
考
え
ら
れ
な
い
と
わ
た
し
は
思
っ
て
い
る
。
西
尾
は
そ
の
晩
年
の
政
治
的
立
場
か
ら
、
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社
会
民
主
主
義
潮
流
を
軽
視
す
る
傾
向
の
強
い
歴
史
学
界
か
ら
無
視
さ
れ
続
け
、
一
九
二
〇
年
代
前
半
に
お
い
て
全
国
の
労
働
組
合
運
動
の
な

か
で
も
傑
出
し
た
組
織
を
持
つ
総
同
盟
大
阪
連
合
会
を
建
設
し
な
が
ら
、
日
本
労
働
組
合
運
動
史
の
な
か
で
正
当
な
位
置
を
与
え
ら
れ
る
こ
と

が
な
か
っ
た
。

　
本
稿
で
は
、
一
九
二
四
年
秋
か
ら
激
化
し
、
翌
年
日
本
労
働
組
合
評
議
会
の
創
立
に
よ
っ
て
日
本
労
働
総
同
盟
の
第
一
次
分
裂
を
迎
え
る
ま

で
の
、
総
同
盟
左
右
対
立
期
に
お
け
る
西
尾
末
廣
を
取
り
扱
う
。
一
九
二
〇
年
代
初
頭
に
お
い
て
総
同
盟
の
組
織
を
確
立
・
拡
大
さ
せ
る
最
先

頭
に
立
っ
た
西
尾
は
、
続
い
て
こ
の
時
期
に
も
内
部
の
左
右
対
立
と
い
う
避
け
て
は
通
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
を
せ
お
っ
て
、
組
織
の
維
持

と
い
う
任
務
を
最
後
の
一
線
と
し
て
み
ず
か
ら
に
課
し
つ
つ
、
労
働
組
合
運
動
の
最
前
線
で
働
き
つ
づ
け
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
一
九
二
〇
年
代
中
葉
の
総
同
盟
に
つ
い
て
は
『
総
同
盟
五
十
年
史
』
な
ど
に
詳
細
な
記
述
が
あ
る
が
、
わ
た
し
は
西
尾
末
廣
に
焦
点
を
あ
て

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
総
同
盟
分
裂
に
お
け
る
西
尾
の
責
任
の
範
囲
を
限
定
す
る
と
同
時
に
、
西
尾
が
「
労
働
組
合
組
織
の
維
持
・
発
展
」
を
一

貫
し
て
み
ず
か
ら
の
最
大
の
任
務
と
し
て
い
た
こ
と
を
論
証
し
た
魎
労
働
馨
が
ど
の
よ
う
な
役
割
藁
た
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
・
西
尾

の
見
解
も
変
化
し
て
い
っ
た
し
、
西
尾
の
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
労
働
組
合
観
の
い
ず
れ
か
を
わ
た
し
が
全
面
的
に
支
持
す
る
わ
け
で
も
な
い
。

し
か
し
労
働
者
の
生
活
と
権
利
を
守
り
、
労
働
者
階
級
が
自
己
支
配
能
力
を
獲
得
し
て
ゆ
く
場
と
し
て
の
労
働
組
合
の
発
展
と
統
一
の
保
持
に
、

衆
議
院
議
員
と
な
っ
て
組
合
活
動
の
第
一
線
を
退
く
ま
で
の
西
尾
が
あ
く
ま
で
も
こ
だ
わ
っ
た
こ
と
に
は
共
感
を
お
ぼ
え
る
の
で
あ
る
。

　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
は
、

　
千
本
秀
樹
「
時
本
労
働
総
同
盟
の
発
展
と
若
き
礒
の
西
尾
末
贋
」
京
都
大
学
人

　
文
科
学
研
究
所
『
人
文
学
報
』
四
十
八
号
、
一
九
八
○
年
。

②
　
総
同
盟
五
十
年
史
刊
行
委
員
会
『
総
同
盟
五
十
年
史
』
第
一
巻
　
第
三
章
、
一

　
九
六
四
年
。

③
　
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
総
同
盟
第
一
次
分
裂
の
責
任
は
西
尾
を
含
め
た
右
派

　
幹
部
に
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
た
と
え
ば
塩
田
庄
兵
衛
：
混
林
賢
二

　
郎
・
隈
沼
肇
著
『
戦
後
労
働
組
合
運
動
の
歴
史
』
（
新
北
本
出
版
社
、
一
九
七
〇
年
）

　
　
　
「
鈴
木
文
治
、
松
岡
藩
王
、
西
尾
末
広
ら
の
右
派
幹
都
は
、
組
合
の
毘
主

的
運
営
を
ふ
み
に
じ
っ
て
左
派
勢
力
の
排
除
を
た
く
ら
み
」
（
一
一
頁
）
と
さ
れ

て
い
る
。
最
近
は
よ
う
や
く
左
派
の
側
に
責
任
の
重
点
を
置
い
て
考
え
ら
れ
る
こ

と
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
場
合
で
も
、
職
派
が
左
派
を
排
除
し
よ
う

と
し
て
も
左
派
は
耐
え
て
ふ
み
と
ど
ま
る
べ
き
だ
っ
た
、
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が

強
く
、
西
尾
1
1
右
派
口
悪
者
と
い
う
前
提
は
生
き
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
の
前
提

そ
の
も
の
を
問
い
直
し
た
い
。

119 （885）



剛
　
方
向
転
換
と
左
右
対
立
の
萌
芽

　
一
九
二
三
年
九
月
一
日
、
突
如
と
し
て
関
東
地
方
を
襲
っ
た
大
震
災
は
、
単
に
罹
災
民
の
み
な
ら
ず
、
臼
玉
列
島
に
住
む
あ
ら
ゆ
る
人
び
と

に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
激
し
い
社
会
変
動
を
も
た
ら
し
た
。
労
働
組
合
運
動
も
ま
た
、
そ
れ
と
無
縁
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。
排
外
主
義
に

と
ら
わ
れ
た
民
衆
に
よ
っ
て
多
く
の
在
日
朝
鮮
人
・
中
国
人
が
虐
殺
さ
れ
る
と
と
も
に
、
大
杉
栄
夫
妻
が
甘
粕
憲
兵
大
尉
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
、

さ
ら
に
続
い
て
亀
戸
事
件
が
公
表
さ
れ
た
こ
と
は
、
労
働
組
合
活
動
家
や
社
会
主
義
者
に
衝
撃
を
与
え
た
。
当
時
の
総
同
盟
大
阪
連
合
会
の
殺

気
だ
っ
た
雰
囲
気
を
、
協
調
会
の
報
告
が
い
き
い
き
と
っ
た
え
て
い
る
。

　
　
総
同
盟
大
阪
連
合
会
デ
ハ
甘
粕
事
件
二
対
シ
テ
余
り
聞
題
ニ
セ
ズ
、
　
「
大
杉
ハ
ア
ソ
ナ
運
ム
即
ニ
ナ
ル
ノ
ハ
当
然
ダ
、
大
杉
ト
我
々
ハ
主
義
ヲ
異
朝
シ
テ
ヲ

　
ル
が
我
々
ハ
社
会
運
動
家
ト
シ
テ
ノ
彼
二
一
掬
ノ
涙
ヲ
注
ガ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
」
位
二
面
ヘ
テ
屠
タ
然
ル
ニ
亀
戸
暑
ノ
虐
殺
事
件
が
突
如
ト
シ
テ
天
下
二
発

　
表
セ
ラ
ル
・
ヤ
大
阪
連
合
会
内
ハ
動
揺
シ
殺
気
立
ツ
様
ニ
ナ
リ
我
々
ノ
敵
ハ
憲
兵
ダ
警
官
ダ
、
彼
等
ハ
不
倶
戴
天
ノ
仇
ダ
ト
云
ヒ
激
昂
ス
ル
様
ニ
ナ
ッ
タ

　
　
彼
等
ハ
平
素
心
乱
ク
言
ヲ
カ
ハ
シ
テ
ヲ
ル
高
等
刑
事
ニ
サ
へ
「
君
達
ハ
我
々
ノ
敵
ダ
我
等
ハ
君
達
ト
話
ス
事
ス
ラ
嫌
ニ
ナ
ツ
タ
」
ト
去
ツ
テ
ヲ
ル
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
連
合
会
ノ
連
中
ノ
激
昂
ハ
ソ
ノ
極
度
二
達
シ
平
素
温
順
ナ
会
員
ス
ラ
コ
ノ
際
我
々
ハ
命
｝
ヲ
賭
シ
テ
警
官
ト
戦
ハ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
憤
慨
シ
テ
ヲ
ル
ノ
ダ

　
血
気
に
は
や
る
青
年
活
動
家
や
左
派
だ
け
で
な
く
、
大
阪
連
合
会
全
体
が
官
憲
に
対
す
る
激
し
い
反
抗
心
を
抱
い
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

し
か
し
、
東
京
に
派
遣
さ
れ
て
震
災
の
実
態
を
見
た
大
阪
連
合
会
の
幹
部
た
ち
は
ま
た
違
っ
た
感
想
を
持
っ
た
。
や
は
り
協
調
会
の
報
告
を
み

よ
う
。

120　（886）

　
大
阪
連
合
会
デ
ハ
在
郷
軍
人
及
ピ
青
年
団
ノ
震
災
救
済
ノ
活
動
ヲ
見
テ
大
二
考
フ
ル
所
が
ア
ッ
タ
ラ
シ
イ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
一
、
）

　
大
阪
連
合
会
ノ
幹
部
連
ハ
在
郷
軍
人
会
や
青
年
会
員
及
ビ
学
生
ヲ
赤
化
サ
・
ナ
ケ
レ
バ
我
々
ノ
目
約
ハ
達
ス
ル
事
ガ
デ
キ
ナ
イ
ト
考
へ
爾
後
在
郷
軍
人
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

青
年
団
員
及
ビ
学
生
ヲ
赤
化
サ
ス
事
二
努
カ
ス
ル
ラ
シ
イ
。

官
憲
の
暴
圧
と
、
排
外
主
義
に
と
ら
わ
れ
た
民
衆
と
、
そ
の
民
衆
が
復
興
の
た
め
に
政
府
に
よ
っ
て
み
ご
と
に
組
織
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
目
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撃
し
て
、
労
働
組
合
の
指
導
者
た
ち
は
こ
れ
ま
で
の
運
動
方
針
が
大
衆
か
ら
遊
離
し
て
い
て
現
実
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
せ

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
あ
た
ら
し
い
運
動
方
針
を
採
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
震
災
直
後
に
発
表
さ
れ
た
山
本
権
兵
衛
内
閣
の
普
選
声
明
と
、
震
災
前
に
す
で
に
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

本
労
働
総
岡
盟
に
内
報
さ
れ
て
い
た
国
際
労
働
会
議
労
働
代
表
選
出
方
法
の
変
更
が
、
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
。

　
一
九
二
三
年
一
〇
月
一
二
日
、
総
同
盟
は
中
央
委
員
会
を
開
催
し
、
普
通
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
場
合
に
は
投
票
権
を
行
使
す
る
こ
と
を
決
定
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

具
体
的
方
法
を
調
査
・
研
究
す
る
た
め
に
二
一
名
か
ら
な
る
議
会
対
策
委
員
会
を
設
け
て
、
「
選
挙
権
行
使
に
対
す
る
声
明
書
」
を
発
表
し
た
。

一
二
月
半
ば
に
は
島
中
雄
三
ら
の
提
唱
に
よ
っ
て
第
一
回
の
政
治
問
題
研
究
会
が
開
催
さ
れ
、
総
同
盟
か
ら
は
松
岡
駒
吉
、
赤
松
克
麿
ら
が
参

　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

加
し
て
い
る
。
総
同
盟
の
議
会
対
策
委
員
会
は
五
回
の
会
合
を
重
ね
、
翌
年
一
月
入
日
～
九
日
の
中
央
委
員
会
で
政
治
部
に
改
組
し
た
。
ま
た

日
本
農
民
組
合
も
関
西
同
盟
が
一
九
二
三
年
一
一
月
二
三
日
に
農
民
政
治
研
究
委
員
会
を
、
関
東
同
盟
が
同
寸
〇
旧
に
農
民
政
治
研
究
会
を
設

　
　
　
⑦

け
て
い
る
。

　
日
本
労
働
総
同
盟
第
＝
二
年
大
会
は
、
以
上
の
よ
う
な
動
き
を
受
け
て
、
｛
九
二
四
年
二
月
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
。
選
挙
権
の
行
使
と
国

際
労
働
会
議
へ
の
態
度
変
更
を
含
む
「
方
向
転
換
」
の
大
会
宣
言
を
採
択
し
た
有
名
な
大
会
で
あ
る
。
総
同
盟
内
部
の
左
右
対
立
が
は
じ
め
て
畜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

表
面
化
し
た
こ
の
大
会
に
お
け
る
西
尾
の
役
割
に
つ
い
て
は
す
で
に
分
析
を
加
え
た
こ
と
が
あ
る
の
で
こ
こ
で
は
詳
述
し
な
い
が
、
基
本
的
な

対
決
軸
は
鈴
木
文
治
・
赤
松
克
麿
ら
の
本
部
派
と
、
京
阪
神
各
連
合
会
の
左
派
と
の
間
に
あ
っ
た
。
第
一
次
共
産
党
事
件
と
大
震
災
に
よ
っ
て
、

鈴
木
は
共
産
主
義
へ
の
警
戒
を
強
め
、
赤
松
は
急
速
に
右
傾
化
し
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
関
藤
の
左
派
活
動
家
の
多
く
は
震
災
下
で
の
弾
圧

へ
の
怒
り
を
持
ち
つ
つ
も
、
震
災
の
よ
う
な
大
災
害
に
際
し
た
国
民
統
合
の
あ
ら
わ
れ
方
を
肌
で
は
感
じ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
運
動
方
針

の
変
更
の
や
む
を
え
ざ
る
こ
と
は
表
面
的
に
は
理
解
し
て
い
た
が
、
過
去
の
運
動
方
針
が
誤
り
だ
と
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
総
点
盟
全
体
が
右

傾
化
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
の
で
あ
る
。
本
部
派
は
左
派
か
ら
の
攻
撃
を
か
わ
す
た
め
に
、
西
尾
を
矢
面
に
た
て
た
。
本
部
派
に
と
っ
て
西
尾
は
、

普
通
選
挙
の
利
用
と
国
際
労
働
会
議
へ
の
参
加
に
つ
い
て
は
見
解
を
嗣
じ
く
し
て
い
た
し
、
従
来
関
函
に
い
て
左
派
と
活
動
を
共
に
し
て
い
た
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か
ら
、
本
部
派
と
左
派
と
の
間
で
緩
衝
の
役
割
を
は
た
す
の
に
は
最
適
の
人
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
資
本
家
と
の
関
係
で
は
対
決
の
姿
勢
を
維

持
し
、
政
党
樹
立
問
題
に
関
し
て
も
比
較
的
消
極
的
だ
っ
た
西
尾
は
、
心
情
的
に
も
左
派
の
立
場
に
近
か
っ
た
。
だ
か
ら
西
尾
は
心
な
ら
ず
も

本
部
派
と
左
派
と
の
板
ば
さ
み
と
な
り
、
論
争
自
身
も
非
生
産
的
な
も
の
と
な
っ
て
、
妥
協
の
産
物
と
し
て
の
大
会
宣
雷
が
採
択
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　
し
か
し
こ
の
よ
う
な
弥
縫
策
が
長
く
続
く
は
ず
は
な
い
。
火
の
手
は
関
東
か
ら
起
こ
っ
た
。
二
二
年
大
会
直
後
、
総
導
管
関
東
労
働
同
盟
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

に
、
東
部
合
同
労
働
組
合
、
関
東
機
械
工
組
合
、
関
東
印
制
工
組
合
、
時
計
工
組
合
が
加
盟
し
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
左
派
活
動
家
の
ヘ
ゲ

モ
ニ
ー
の
も
と
に
あ
る
組
合
で
あ
り
、
従
来
関
東
労
働
同
盟
会
で
は
微
弱
で
あ
っ
た
左
派
勢
力
が
一
気
に
拡
大
し
た
の
で
あ
る
。
は
た
せ
る
か

な
左
右
の
対
立
は
た
ち
ま
ち
に
し
て
表
爾
化
し
た
。
岡
部
電
気
製
作
所
に
お
け
る
賃
上
げ
闘
争
が
、
団
体
協
約
の
締
結
だ
け
で
は
な
く
、
関
東

鉄
工
組
合
主
事
土
井
直
作
の
岡
部
電
気
製
作
所
職
工
係
主
任
就
任
と
い
う
副
産
物
を
残
し
た
た
め
に
、
関
東
鉄
工
組
合
に
合
同
し
て
い
た
元
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

東
機
械
工
組
合
な
ど
の
左
派
が
四
月
二
〇
日
の
鉄
工
組
合
大
会
で
右
派
を
厳
し
く
批
判
し
、
土
井
を
更
迭
し
て
左
派
の
河
田
賢
治
を
主
事
に
送

り
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
総
同
盟
館
二
次
分
裂
の
幕
が
切
り
落
と
さ
れ
た
。

　
西
尾
は
こ
の
直
後
の
四
月
二
七
日
、
国
際
労
働
会
議
第
六
回
総
会
に
出
席
す
る
名
実
と
も
な
う
初
の
労
働
代
表
鈴
木
文
治
の
随
員
と
し
て
、

日
本
海
員
組
合
の
米
里
満
亮
、
官
業
労
働
総
二
塁
の
川
村
保
太
郎
の
両
顧
問
と
と
も
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
む
け
て
神
戸
を
出
帆
し
た
。
出
発
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

先
だ
っ
て
、
阪
神
地
方
で
は
鈴
木
代
表
一
行
の
送
別
の
会
が
催
さ
れ
て
い
る
。
二
六
日
置
は
大
阪
で
、
総
同
盟
大
阪
連
合
会
、
向
上
会
な
ど
四

団
体
に
よ
っ
て
送
別
演
説
会
が
開
か
れ
、
二
千
六
百
名
が
参
加
し
た
。
こ
の
時
西
尾
ほ
か
三
部
が
「
論
旨
不
穏
」
と
の
理
由
で
演
説
中
止
を
命

じ
ら
れ
て
い
る
。
翌
日
に
は
神
戸
で
、
総
同
盟
神
戸
連
合
会
の
主
催
に
よ
っ
て
告
別
演
説
会
が
開
催
さ
れ
、
八
百
名
が
集
ま
っ
た
。

　
出
国
当
日
に
は
、
神
戸
港
に
各
労
働
団
体
、
日
本
農
民
組
合
の
組
合
員
が
見
送
り
に
出
て
、
鈴
木
代
表
が
「
吾
々
は
充
分
日
本
の
労
働
組
合

　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

の
嘗
め
に
尽
す
べ
き
が
日
本
に
残
る
諸
語
も
組
合
の
為
め
に
努
力
を
乞
ふ
」
と
挨
拶
し
た
。
総
同
盟
組
合
員
た
ち
は
ラ
ン
チ
に
乗
り
込
み
、
港

外
ま
で
一
行
を
見
送
っ
て
い
る
。
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①
　
協
調
会
常
務
理
事
添
田
敬
一
郎
宛
大
阪
支
所
長
藤
沢
穆
報
告
書
、
大
正
一
二
年

　
一
〇
月
＝
二
日
付
「
総
藻
盟
関
西
同
盟
会
ノ
幹
部
会
ノ
件
」
。

②
　
同
右
、
大
正
一
二
年
九
月
二
九
日
付
「
関
西
同
盟
会
ノ
救
済
委
員
会
ノ
件
」
。

③
同
右
、
大
正
＝
　
年
七
月
一
一
日
付
「
総
晶
群
関
酉
同
盟
会
理
纂
会
ノ
件
」
。

④
日
本
労
働
総
同
盟
本
部
『
労
働
』
大
正
｛
二
年
一
二
月
一
日
号
。

⑤
　
麻
生
久
『
無
産
政
党
と
は
何
ぞ
』
一
一
二
頁
、
思
潮
社
、
　
九
二
六
年
。

⑥
『
労
働
』
大
正
二
二
年
二
月
一
霞
号
。

⑦
　
日
本
農
民
組
合
『
土
地
と
自
由
』
大
正
＝
一
年
＝
一
月
二
五
日
弩
。

⑧
前
掲
千
本
「
艮
本
労
働
総
同
盟
の
発
展
と
若
き
臼
の
西
尾
中
盃
楓
」
。

⑨
　
『
労
働
』
大
正
　
三
年
四
月
一
日
号
、
五
月
一
曝
号
。

⑳
　
谷
口
善
太
郎
は
そ
の
著
書
で
、
土
井
の
職
工
係
主
任
就
任
を
「
会
社
が
『
労
鋤
皿

　
組
合
隠
を
買
っ
た
の
で
あ
る
」
　
「
こ
れ
ほ
ど
徹
底
し
た
妥
協
主
義
、
雰
闘
争
主
義

　
が
あ
る
も
の
か
！
」
と
批
判
し
て
い
る
。
『
臼
本
労
働
組
合
評
議
会
史
』
共
生
閣
、

　
一
九
三
二
年
。
以
下
、
同
書
の
引
用
は
新
日
本
出
版
社
版
（
一
九
七
五
年
）
に
よ

　
る
。
三
八
頁
～
三
九
頁
。

⑪
社
会
局
第
一
部
『
大
正
十
三
年
労
働
運
動
概
況
』
第
一
編
二
〇
六
頁
～
二
〇

　
八
頁
。

二
　
総
同
盟
関
東
地
方
評
議
会
の
設
立

日本労働総同盟の第一次分裂と西尾末蕨（千本）

　
日
本
を
出
発
し
た
鈴
木
と
西
尾
は
、
五
月
一
日
に
上
海
に
上
陸
、
メ
ー
デ
ー
の
集
会
に
参
加
し
て
日
中
両
国
労
働
者
の
提
携
を
う
っ
た
え
、

㎝
ケ
月
余
の
の
ち
、
マ
ル
セ
イ
ユ
に
到
着
し
た
。
六
月
一
七
日
か
ら
の
国
際
労
働
会
議
総
会
に
お
い
て
、
鈴
木
代
表
は
次
の
よ
う
な
決
議
案
を

提
出
し
た
。
労
働
組
合
運
動
を
阻
害
す
る
諸
法
欄
を
撤
廃
し
、
団
結
権
を
公
認
さ
せ
る
勧
告
案
を
翌
年
の
総
会
の
議
題
と
す
る
た
め
に
、
そ
れ

ま
で
に
調
査
・
手
続
を
お
こ
な
う
こ
と
を
理
事
会
に
要
求
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
鈴
木
は
さ
ら
に
亀
戸
事
件
な
ど
、
日
本
に
お
け
る
労
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

組
合
に
対
す
る
抑
圧
の
事
例
を
あ
げ
て
、
政
府
代
表
と
論
議
を
た
た
か
わ
せ
た
。

　
国
際
労
働
会
議
終
了
後
、
西
尾
は
鈴
木
と
別
行
動
を
と
っ
た
。
プ
ロ
フ
ィ
ン
テ
ル
ン
書
記
長
田
ゾ
フ
ス
キ
ー
の
招
待
で
ソ
連
に
入
り
、
プ
μ

フ
ィ
ソ
テ
ル
ソ
大
会
を
傍
聴
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
各
地
を
ま
わ
っ
て
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
・
イ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
た
り
、
T
U
C

大
会
を
傍
聴
し
た
り
も
し
た
。

　
一
九
二
四
年
一
〇
月
二
六
日
、
ア
メ
リ
カ
経
由
で
帰
国
し
た
西
尾
を
待
っ
て
い
た
の
は
、
総
同
盟
関
東
労
働
同
盟
会
の
、
も
は
や
ぬ
き
さ
し

な
ら
な
く
な
っ
た
内
部
対
立
だ
っ
た
。
横
浜
に
入
港
し
た
西
尾
は
、
東
京
に
む
か
う
電
車
の
な
か
で
、
土
井
直
作
か
ら
左
右
対
立
の
解
決
に
乗
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り
出
す
よ
う
に
依
頼
さ
れ
た
。
土
井
は
西
尾
に
次
の
よ
う
に
頼
ん
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
松
岡
氏
や
僕
ら
は
す
で
に
当
事
者
で
あ
る
。
あ
な
た
に
よ
っ
て
解
決
し
て
も
ら
う
よ
り
道
が
な
い
。

　
左
派
は
四
月
の
緒
戦
の
勝
利
の
の
ち
、
右
派
指
導
者
に
対
す
る
批
判
を
さ
ら
に
強
め
た
。
谷
口
善
太
郎
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
左
翼
は
そ
の
独
自
の
闘
争
戦
術
を
も
っ
て
大
衆
の
闘
争
を
指
導
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
霜
翼
に
対
す
る
闘
争
戦
術
と
し
て
最
も
力
を
入
れ
た

　
　
。
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
の
は
、
各
組
合
の
指
導
機
関
に
お
い
て
右
翼
指
導
者
に
対
す
る
仮
借
な
き
論
難
で
あ
っ
た
。
　
（
傍
点
原
文
）

　
左
派
の
右
派
に
対
す
る
戦
術
は
、
も
は
や
指
導
者
の
追
い
お
と
し
と
指
導
権
の
奪
取
を
自
己
目
的
化
す
る
に
至
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
一
方
、
「
こ
の
左
翼
の
魂
胆
を
知
っ
た
現
実
派
右
派
の
諸
君
は
、
こ
れ
が
対
抗
策
に
腐
心
す
る
に
至
」
つ
た
。
そ
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
松

岡
駒
吉
で
あ
る
。
か
れ
は
前
年
一
〇
月
＝
一
5
の
中
央
委
員
会
に
お
い
て
「
一
身
上
の
都
合
」
を
理
由
に
本
部
の
主
事
兼
会
計
を
辞
任
し
て
い

　
⑤

た
が
、
そ
の
「
都
合
」
と
は
、
一
九
二
二
年
以
来
続
い
て
き
た
関
東
労
働
同
盟
会
内
部
に
お
け
る
田
口
亀
造
を
中
心
と
す
る
左
派
グ
ル
ー
プ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
指
導
権
争
い
に
敗
れ
、
本
部
役
員
と
し
て
の
基
盤
を
喪
失
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
主
事
兼
会
計
と
し
て
の
雑
務
か
ら
解
放
さ
れ
た
松

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

岡
は
、
自
宅
を
駄
菓
子
屋
に
し
て
拠
点
と
し
、
右
派
の
育
成
と
糾
舎
を
は
か
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
一
九
二
四
年
一
〇
月
五
日
の
関
東
労
働

同
盟
会
大
会
を
前
に
し
て
、
右
派
に
よ
る
次
の
よ
う
な
反
左
派
策
動
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
谷
口
善
太
郎
が
証
言
し
て
い
る
。

　
右
翼
派
は
（
大
会
に
お
け
る
左
派
か
ら
の
猛
烈
な
批
判
を
予
想
し
て
）
「
こ
の
際
不
良
分
子
を
一
掃
す
る
」
決
意
の
下
に
着
々
対
戦
の
準
備
を
整
え
た
。
す

　
な
わ
ち
当
時
運
動
の
第
一
線
を
退
い
て
い
た
松
岡
駒
吉
を
引
き
出
し
て
「
左
翼
狩
り
」
の
総
指
揮
と
し
、
た
び
た
び
秘
密
会
議
を
開
い
て
、
　
（
一
）
左
翼
の

　
発
言
を
徹
底
的
に
封
ず
る
こ
と
、
（
二
）
代
議
員
の
質
闘
討
論
は
や
ら
な
い
こ
と
、
（
三
）
大
会
役
員
は
す
べ
て
自
派
で
占
め
る
こ
と
、
（
四
）
左
翼
分
子
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
若
干
名
を
除
名
す
る
こ
と
等
を
決
定
し
、
暴
力
に
訴
え
て
も
初
志
を
貫
徹
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た
。

　
右
派
は
大
会
で
左
派
を
圧
倒
す
る
た
め
に
、
東
京
以
外
の
地
方
に
も
手
を
の
ば
し
て
多
数
派
工
作
を
お
こ
な
っ
た
。
キ
ャ
ス
チ
ン
グ
・
ボ
ー

ト
を
握
る
と
み
ら
れ
て
い
た
野
田
連
合
会
に
対
し
、
病
気
に
よ
る
辞
任
が
確
実
で
あ
っ
た
田
口
同
盟
会
会
長
の
後
任
を
わ
り
ふ
る
こ
と
を
条
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

に
、
共
同
行
動
を
と
る
約
束
を
と
り
つ
け
た
。
一
〇
月
五
日
の
大
会
は
右
派
に
有
利
に
展
開
す
る
情
勢
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
大
会
当
日
、
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会
場
へ
む
か
う
途
中
で
、
谷
口
善
太
郎
を
左
派
だ
と
ま
だ
知
ら
な
か
っ
た
松
岡
は
、
「
今
日
は
左
翼
の
野
郎
ど
も
に
思
い
知
ら
せ
て
や
る
」
と

　
　
　
　
　
　
⑩

う
そ
ぶ
い
て
い
る
。

　
関
東
同
盟
会
大
会
は
紛
糾
し
た
。
議
事
進
行
に
不
満
を
持
っ
た
左
派
は
、
午
後
の
部
で
議
長
を
つ
と
め
て
い
た
右
派
の
副
議
長
内
田
藤
七
に

対
し
て
議
長
不
信
任
案
を
提
出
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
内
田
自
身
が
「
即
決
否
決
偏
と
宣
し
た
た
め
に
、
東
京
東
部
合
同
労
働
組
合
、
関
東
印

刷
労
働
組
合
、
時
計
工
組
合
、
横
浜
合
同
労
働
組
合
の
左
派
四
組
合
が
会
場
か
ら
退
場
す
る
事
態
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
左
派
を
除
い
た
ま
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

議
事
は
進
行
し
、
役
員
も
右
派
で
占
め
ら
れ
た
。
一
〇
月
一
一
日
の
関
東
鉄
工
組
合
理
事
会
で
は
、
つ
い
に
左
右
両
派
の
肉
体
的
衝
突
に
ま
で

至
っ
た
。
　
一
六
日
、
関
東
労
働
同
盟
会
理
事
会
は
、
左
派
の
行
動
が
「
徒
に
急
進
論
を
弄
し
、
加
う
る
に
朋
党
的
精
神
を
以
て
党
中
党
を
作
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

同
盟
の
統
一
を
破
り
、
同
盟
の
健
実
な
る
発
達
を
阻
害
す
る
も
の
な
り
」
と
し
て
、
中
央
委
員
会
に
対
し
、
（
1
）
退
場
四
組
合
の
除
名
、
（
2
）

杉
浦
啓
一
、
立
松
市
太
郎
、
渡
辺
政
之
輔
、
相
馬
一
郎
、
春
日
庄
次
郎
の
除
名
、
（
3
）
河
田
賢
治
関
東
鉄
工
組
合
主
事
の
辞
任
を
提
議
し
た
。

　
西
尾
が
帰
国
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
に
関
策
に
お
け
る
左
右
対
立
が
ぬ
き
さ
し
な
ら
な
い
状
態
に
ま
で
達
し
て
い
た
時
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
西
尾
は
一
度
帰
阪
し
、
一
〇
月
二
九
日
、
関
西
同
盟
会
理
事
会
に
出
席
し
て
い
る
。
大
阪
で
は
西
尾
の
帰
国
を
待
ち
の
ぞ
ん
で
い
た
。
川
北

電
気
製
作
所
今
福
工
場
と
放
出
工
場
は
、
か
つ
て
は
総
同
盟
大
阪
連
合
会
大
阪
機
械
労
働
組
合
の
拠
点
で
あ
っ
た
が
、
川
北
英
夫
社
長
が
、
こ

の
年
九
月
に
団
体
交
渉
権
を
純
向
上
会
に
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
同
工
場
に
労
資
協
調
的
な
労
働
組
合
を
育
成
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

政
府
資
料
に
よ
れ
ば
、

　
純
向
上
会
の
進
展
に
伴
ひ
一
方
日
本
労
働
総
同
盟
大
阪
機
械
労
働
組
合
総
濠
支
部
連
合
会
は
組
合
員
を
蚕
食
せ
ら
る
る
こ
と
紗
か
ら
ず
駆
り
に
自
派
勢
力
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
失
墜
を
憂
慮
し
之
が
対
策
に
腐
心
し
居
る
も
属
下
の
処
施
す
べ
き
策
も
な
く
専
ら
西
尾
末
廣
の
帰
朝
を
待
居
る
有
様
な
り

と
い
う
状
態
で
あ
り
、
大
阪
連
合
会
に
と
っ
て
西
尾
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
指
導
老
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
協
調
会
の
報
告
に
よ
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

二
九
日
の
理
事
会
に
は
さ
ほ
ど
の
議
題
も
出
な
か
っ
た
よ
う
で
、
「
西
尾
末
廣
外
遊
中
不
在
ノ
報
告
二
次
イ
デ
西
尾
ハ
外
遊
中
ノ
座
談
ヲ
試
ミ
」

た
と
あ
る
。
い
ま
だ
左
右
対
立
の
激
化
し
な
い
関
西
の
地
で
、
左
右
両
派
の
幹
部
が
顔
を
あ
わ
せ
て
懇
談
し
、
西
尾
も
し
ば
し
の
あ
い
だ
く
つ
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ろ
い
だ
と
思
わ
れ
る
。
か
れ
の
担
当
も
決
ま
っ
た
。
関
西
労
働
同
盟
会
政
治
部
長
、
当
蒔
西
尾
の
家
族
は
六
人
だ
が
、
月
給
は
八
五
円
で
あ

⑭
る
。　

し
か
し
西
尾
は
た
だ
ち
に
上
京
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
＝
月
二
巴
か
ら
三
日
間
、
関
東
労
働
同
盟
会
の
内
部
対
立
を
議
題
と
す
る

中
央
委
員
会
が
開
か
れ
る
の
で
あ
る
。

　
中
央
委
員
会
に
お
い
て
、
関
東
労
働
同
盟
会
は
、
先
の
一
六
臼
の
決
定
を
提
案
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
中
央
委
員
会
全
体
で
は
、
関
東
労
働

同
盟
会
か
ら
の
四
維
合
・
六
名
に
対
す
る
批
判
点
に
つ
い
て
は
同
意
し
な
が
ら
も
、
具
体
的
な
処
分
に
関
し
て
は
「
除
名
に
次
ぐ
の
処
分
」
と

決
定
し
た
。
と
こ
ろ
が
関
東
側
は
こ
れ
を
了
承
し
な
い
。
そ
の
た
め
鈴
木
・
西
尾
と
加
藤
勘
十
主
事
が
小
委
員
と
な
っ
て
折
衝
に
あ
た
っ
た
が

不
調
に
終
り
、
鈴
木
・
加
藤
は
そ
れ
ぞ
れ
会
長
・
主
事
の
辞
任
を
申
し
出
る
。
謹
辞
抗
争
収
拾
の
重
任
は
す
べ
て
西
尾
の
双
肩
に
か
か
っ
て
き

　
　
　
　
　
⑱

た
わ
け
で
あ
る
。

　
一
方
関
東
同
盟
会
理
事
会
は
一
一
月
一
六
日
、
独
断
で
先
の
六
名
を
除
名
す
る
旨
決
定
し
た
。
こ
れ
を
不
当
と
し
た
四
組
合
と
関
策
鉄
工
組

合
は
、
中
央
委
員
会
に
対
し
裁
断
を
求
め
て
き
た
た
め
に
、
二
四
日
、
ふ
た
た
び
中
央
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
や
は
り
関
東
同
盟

会
の
態
度
が
か
わ
ら
な
い
た
め
に
、
中
央
委
員
会
は
未
決
定
の
ま
ま
閉
会
、
各
中
央
委
員
が
選
挙
区
に
帰
っ
て
各
組
合
の
意
見
を
き
く
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
そ
の
閥
に
も
事
態
は
悪
化
し
て
ゆ
く
。
一
一
月
中
に
は
関
東
労
働
同
盟
会
の
対
左
派
実
力
行
動
部
隊
で
あ
る
前
線
同
志
会
が
結
成
さ
れ
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

二
月
初
旬
に
は
関
東
鉄
工
組
合
の
右
派
が
脱
退
し
て
東
京
鉄
工
組
合
を
創
立
す
る
。
さ
ら
に
一
〇
臼
に
は
関
東
労
働
同
盟
会
理
事
会
が
関
東
鉄

工
組
合
を
加
え
た
五
組
合
を
除
名
し
、
東
京
鉄
工
組
合
の
加
盟
を
承
認
す
る
。

　
西
尾
は
大
阪
へ
帰
っ
た
。
＝
一
月
一
四
日
に
関
西
労
働
同
盟
会
理
事
会
が
開
か
れ
て
い
る
。
函
尾
は
あ
ら
か
じ
め
執
行
委
員
会
を
開
催
し
、

関
東
か
ら
出
張
し
て
き
て
い
た
渡
辺
政
之
輔
、
望
耳
源
次
の
左
右
爾
派
の
指
導
者
と
協
議
し
、
結
論
が
繊
な
い
ま
ま
議
事
に
入
っ
た
。
大
阪
機

械
労
働
組
合
の
塚
本
重
蔵
は
讐
除
名
は
聰
か
穏
当
を
欠
く
の
嫌
あ
る
を
以
て
任
意
自
決
の
形
式
を
採
ら
し
む
べ
し
扁
と
主
張
、
左
派
の
奥
村
甚
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之
助
、
鍋
山
貞
親
ら
は
除
名
に
反
対
、
西
尾
も
ま
た
「
除
名
の
不
利
な
る
を
述
べ
円
満
解
決
の
必
要
性
を
力
説
」
し
た
。
四
時
間
に
わ
た
る
議

論
の
結
果
、
決
定
さ
れ
た
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
こ

　
　
一
、
関
東
同
盟
が
関
東
鉄
工
組
合
、
東
部
合
同
組
合
、
関
東
印
刷
労
働
組
合
、
時
計
工
組
合
、
横
浜
合
同
労
働
組
合
、
ヲ
除
名
シ
タ
事
ハ
今
ト
ナ
ッ
テ
ハ
止

　
　
ム
ヲ
得
ヌ

　
ニ
、
ガ
既
二
組
合
ヲ
除
名
ス
レ
バ
処
分
ハ
尽
サ
レ
テ
居
ル
カ
ラ
杉
浦
他
五
爵
ノ
幹
部
ヲ
除
名
ス
ル
ノ
必
要
ハ
ナ
イ

　
三
、
除
名
サ
レ
タ
少
数
派
モ
除
名
シ
タ
多
数
派
モ
共
二
貴
重
ガ
ア
ル
カ
ラ
両
者
共
申
央
委
員
会
二
陳
謝
文
ヲ
入
レ
ル
事

　
四
、
中
央
委
員
会
ハ
此
ノ
問
題
二
就
イ
テ
ー
ツ
ノ
声
明
書
ヲ
発
表
ス
ル
事

　
五
、
今
後
力
・
ル
行
為
ア
ラ
バ
断
乎
タ
ル
処
置
ヲ
取
ル
事

　
六
、
関
東
三
段
カ
ラ
除
名
サ
レ
タ
五
組
合
ハ
依
然
ト
シ
テ
総
同
盟
二
属
ス
ル
ハ
当
然
デ
ア
ル
が
除
名
サ
レ
二
五
組
合
が
真
上
二
連
合
ヲ
作
ツ
テ
総
同
盟
本
部

　
　
二
直
属
ス
ル
カ
或
ハ
総
同
明
皿
内
記
ア
ル
他
ノ
同
轍
皿
二
黒
ス
ル
カ
バ
雷
又
二
本
部
ト
五
組
合
ト
ノ
協
…
議
二
等
ツ
テ
決
定
ス
ル
事

東
京
か
ら
山
本
懸
蔵
、
望
月
源
次
と
い
う
左
右
の
指
導
的
幹
部
が
傍
聴
に
来
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
鈴
木
会
長
・
加
藤
主
事
が
指
導
性
を

放
棄
し
た
こ
の
段
階
で
、
関
西
労
働
同
盟
会
の
決
定
が
事
態
の
行
方
に
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
も
の
と
し
て
全
国
的
に
注
目
さ
れ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。

　
実
際
に
そ
の
後
の
動
き
は
関
西
同
盟
会
理
事
会
の
決
定
の
通
り
に
な
っ
た
。
と
い
う
よ
り
も
、
こ
の
間
題
に
関
し
て
解
決
能
力
を
持
っ
て
い

る
の
は
西
尾
一
人
で
あ
り
、
総
同
盟
の
空
中
分
解
を
さ
け
る
た
め
に
は
、
西
尾
は
関
西
理
事
会
の
決
定
を
な
ん
と
し
て
で
も
実
現
す
る
し
が
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
八
日
の
中
央
委
員
会
ま
で
の
間
、
西
尾
は
関
東
の
左
派
と
気
脈
を
通
じ
て
い
る
と
判
断
し
た
鍋
山
貞
親
・
中
村
義
明
に

会
い
、
根
ま
わ
し
を
お
こ
な
っ
た
。
し
か
し
こ
の
時
の
西
尾
の
発
言
が
、
ふ
た
つ
の
史
料
に
よ
っ
て
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
る
。
西
尾
の
回
想

に
よ
れ
ば
、

　
　
杉
浦
君
ら
の
や
り
方
は
明
ら
か
に
行
き
過
ぎ
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
杉
浦
ら
の
譲
歩
に
よ
ら
な
い
か
ぎ
り
解
決
で
き
ぬ
。
そ
の
こ
と
を
震
ら
が
東
京
に
行

　
　
っ
て
杉
浦
霜
ら
に
話
し
て
説
明
し
て
も
ら
い
た
い
。
　
（
中
略
）
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歪
面
が
こ
こ
ま
で
来
れ
ば
、
事
の
是
非
に
か
か
わ
ら
ず
、
杉
浦
ら
は
恭
順
の
意
を
表
し
て
、
本
部
の
処
置
を
待
つ
と
い
う
態
度
に
出
る
べ
き
で
あ
る
。
そ

の
方
が
左
派
に
と
っ
て
も
有
利
で
あ
る
。
そ
れ
を
君
ら
が
肯
ん
ぜ
な
い
な
ら
、
僕
は
君
ら
を
相
手
に
し
て
正
薗
切
っ
て
闘
う
決
心
だ
。
　
（
中
略
）

　
杉
浦
ら
の
や
っ
て
い
る
の
は
少
数
派
の
運
動
だ
。
少
数
派
が
将
を
越
え
れ
ば
除
名
問
題
が
起
る
の
は
当
然
だ
。
少
数
派
は
あ
る
程
度
に
お
い
て
自
粛
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
責
任
を
と
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
僕
は
総
同
盟
第
一
主
義
だ
。
総
同
盟
の
本
体
を
強
力
に
育
成
す
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

根
本
的
に
大
事
だ
と
考
え
て
い
る
。
従
っ
て
、
杉
浦
ら
を
か
ば
う
よ
う
な
も
の
と
は
断
固
と
し
て
闘
う
の
だ
。

と
強
い
態
度
で
出
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
中
村
か
ら
相
談
さ
れ
た
谷
口
善
太
郎
の
『
日
本
労
働
組
合
評
議
会
史
』
に
よ
れ
ば
、
　
「
翼

ら
の
親
し
い
関
東
の
左
翼
派
の
子
棄
に
ど
う
か
自
発
的
に
し
ば
ら
く
遠
慮
し
て
も
ら
っ
て
く
れ
、
そ
の
代
わ
り
五
組
合
は
総
同
盟
直
属
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

関
策
同
盟
同
様
の
組
織
を
も
た
す
か
ら
」
（
傍
点
原
文
）
と
勢
至
が
「
な
き
つ
い
て
き
た
」
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
両
史
料
と
も
著
者
の
政
治
的

立
場
に
よ
っ
て
脚
色
さ
れ
た
文
章
だ
か
ら
、
実
際
の
や
り
と
り
を
想
定
す
る
に
は
史
料
批
判
が
欠
か
せ
な
い
。

　
西
尾
の
回
想
で
は
、
か
れ
自
身
が
少
々
高
飛
車
で
は
あ
る
が
、
中
村
・
鍋
山
側
が
卑
屈
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
点
、
意
図
的

に
西
尾
を
お
と
し
め
る
表
現
に
な
っ
て
い
る
谷
口
の
團
想
で
は
、
西
尾
や
右
派
幹
部
へ
の
悪
意
が
ス
ト
レ
」
ト
に
表
出
し
て
お
り
、
実
際
に
出

さ
れ
た
言
葉
や
ニ
ュ
ア
ン
ス
ま
で
全
面
的
に
信
頼
す
る
に
は
霊
歌
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
に
な
に
よ
り
も
谷
口
の
証
言
は
、
同
志
と
は
い
え

伝
聞
に
も
と
づ
い
た
も
の
で
も
あ
る
。
し
か
し
中
村
・
鍋
山
と
し
て
も
、
五
組
合
の
総
同
盟
直
属
な
り
、
　
「
関
東
同
盟
同
様
の
組
織
」
と
い
う

取
引
条
件
を
確
実
な
も
の
と
し
て
呈
示
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
杉
浦
ら
に
自
決
、
す
な
わ
ち
自
発
的
脱
退
を
す
す
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

う
。
そ
れ
に
関
西
労
働
同
盟
会
理
事
会
に
は
鍋
山
が
参
加
し
て
い
た
し
、
山
本
懸
蔵
が
傍
聴
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
か
れ
ら
を
通
し
て
「
本
部

直
属
」
な
ど
の
関
西
案
が
公
式
の
も
の
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
左
派
は
蜜
然
知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
谷
口
の
回
想
で
、
あ

た
か
も
西
尾
が
裏
取
引
的
に
な
き
つ
い
て
き
た
よ
う
に
叙
述
し
て
い
る
の
は
歪
曲
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　
と
す
れ
ば
、
鼠
尾
証
言
は
実
際
の
西
尾
発
言
の
タ
テ
マ
エ
の
部
分
だ
け
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
り
、
谷
口
証
言
は
取
引
の
部
分
を
左
派
が
右

派
を
見
る
場
合
の
特
有
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
つ
け
て
雷
き
残
し
た
も
の
と
み
て
よ
い
。
総
同
盟
＝
二
年
大
会
で
西
尾
が
「
私
が
鍋
山
君
に
つ
い
て
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⑫

知
っ
て
居
る
様
に
鍋
山
君
は
私
の
心
持
を
知
っ
て
居
る
だ
ら
う
」
と
い
っ
た
よ
う
な
二
人
の
関
係
は
、
こ
の
時
点
で
も
基
本
的
に
は
か
わ
っ
て

い
な
か
っ
た
と
わ
た
し
は
考
え
る
。
西
尾
・
中
村
・
鍋
山
の
討
議
は
、
よ
り
同
志
的
な
雰
囲
気
の
中
で
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
う
考
え
て
く
る
と
、
西
尾
の
「
僕
は
総
同
盟
第
一
主
義
だ
。
総
画
盟
の
本
体
を
強
力
に
育
成
す
る
こ
と
が
根
本
的
に
大
事
だ
と
考
え
て
い

る
」
と
い
う
発
言
が
い
き
い
き
と
し
て
く
る
の
だ
。
　
「
総
同
盟
第
一
主
義
」
と
い
う
用
語
が
、
他
組
合
か
ら
は
「
総
同
盟
帝
国
主
義
」
と
受
け

取
ら
れ
よ
う
と
も
、
組
合
組
織
の
維
持
と
発
展
を
第
一
義
的
に
考
え
た
西
尾
の
発
想
の
し
か
た
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
一
二
月
一
八
日
、
中
央
委
員
会
が
開
か
れ
た
。
関
西
選
曲
中
央
委
員
が
、
五
組
合
の
総
同
盟
直
属
、
六
名
の
自
決
不
要
を
主
張
し
、
関
東
、

鉱
夫
総
連
合
選
出
中
央
委
員
が
六
名
の
自
決
を
促
す
条
件
の
も
と
で
の
総
同
盟
直
属
を
主
張
し
て
審
議
し
て
い
る
最
中
に
、
六
名
か
ら
の
自
決

が
申
し
出
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
関
東
労
働
同
盟
会
の
左
右
対
立
は
、
西
尾
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
小
康
状
態
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
一
八
日
の
中
央
委
員
会

は
、
一
四
臼
の
関
西
同
盟
会
と
ほ
ぼ
同
様
の
決
議
を
お
こ
な
っ
た
。
要
約
す
る
と
、

　
　
一
、
五
組
合
の
関
東
同
盟
会
か
ら
の
除
名
は
承
認
、
本
部
直
属
と
す
る
。

　
　
二
、
六
名
の
自
決
を
認
め
る
。

　
　
笙
、
被
除
名
側
組
合
及
び
関
東
同
盟
会
か
ら
陳
謝
文
提
出
。

　
　
四
、
中
央
委
員
会
の
声
明
を
発
表
す
る
。

　
　
五
、
加
藤
主
事
の
辞
任
を
受
理
し
、
西
尾
を
後
任
と
す
る
。

　
　
六
、
鈴
木
ム
調
長
留
固
任
。

　
中
央
委
員
会
の
声
明
は
一
九
日
付
で
発
表
さ
れ
た
。
起
草
老
は
同
歯
・
麻
生
久
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
考
え
る
と
ま
ず
ま
ち
が
い

な
く
西
尾
の
執
筆
に
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
声
明
の
中
に
は
関
東
同
盟
会
を
き
び
し
く
批
判
し
た
部
分
が
あ
る
。

　
　
鼓
に
於
て
此
の
最
も
困
難
な
る
中
海
は
自
然
解
決
せ
ら
る
る
の
情
勢
に
至
っ
た
。
併
し
な
が
ら
関
西
同
盟
選
出
中
央
委
員
が
、
今
回
の
事
件
に
対
し
関
東
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同
麗
の
精
神
は
之
を
是
な
り
と
す
る
も
、
窮
件
の
経
過
中
に
於
て
執
り
た
る
態
度
、
例
へ
ば
関
東
同
盟
理
事
会
に
於
て
個
人
除
名
を
な
し
た
る
如
き
、
又
一

　
部
の
者
が
法
規
の
手
続
を
踏
ま
ず
し
て
突
如
関
東
鉄
工
組
合
を
脱
し
て
、
東
京
鉄
工
組
合
を
組
織
せ
る
を
承
認
せ
る
が
如
き
、
更
に
又
や
」
も
す
れ
ば
中
央

　
委
員
会
に
対
し
て
遜
譲
の
態
度
を
欠
け
る
が
如
き
、
　
（
中
略
）
中
央
委
員
会
と
し
て
は
黙
認
し
難
し
と
す
る
に
対
し
、
関
東
同
盟
及
び
全
日
本
鉱
夫
総
連
合

　
選
出
中
央
委
員
も
之
に
同
意
を
表
し
（
後
略
）

　
元
来
が
左
派
の
側
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
対
立
だ
と
し
て
も
、
左
派
排
除
の
た
め
に
な
ら
ど
の
よ
う
な
手
段
を
用
い
て
も
か
ま
わ
な
い
と
い
う

の
で
は
な
い
と
叱
り
つ
け
る
恰
好
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
左
派
へ
の
批
判
も
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
　
抑
も
今
回
の
事
件
を
惹
起
せ
る
根
本
的
原
因
は
、
　
（
中
略
）
着
実
な
る
組
合
運
動
者
を
目
す
る
に
、
改
良
主
義
者
の
侮
蔑
を
以
て
し
、
徒
ら
に
実
質
の
伴

　
は
ざ
る
急
進
的
雷
辞
を
弄
し
、
や
㌧
も
す
れ
ば
所
謂
朋
党
的
精
神
と
も
云
ふ
べ
き
行
動
に
依
っ
て
、
組
合
内
部
に
暗
闘
を
起
さ
し
む
る
如
き
傾
向
が
あ
っ
た

　
（
後
略
）

　
基
本
的
な
問
題
点
は
左
派
の
小
児
病
的
急
進
性
に
あ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
文
章
は
、
次
の
よ
う
に
結
ば
れ
て
い
る
。

　
　
今
後
日
本
に
於
け
る
労
働
組
合
運
動
は
、
其
の
発
達
に
従
っ
て
益
々
複
雑
と
な
り
、
　
困
難
の
増
大
し
来
る
は
畷
か
で
あ
る
。
隠
し
此
の
困
難
を
征
服
し

　
て
、
運
動
を
進
む
る
に
は
、
各
自
の
陰
謀
的
行
動
と
、
相
排
斥
す
る
偏
狭
な
る
態
度
を
排
し
て
、
真
に
組
合
員
相
互
の
理
解
と
信
頼
と
を
高
め
、
其
の
理
解

　
と
信
頼
と
の
上
に
相
協
力
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
中
央
委
員
会
は
、
今
回
の
事
件
に
鑑
み
、
此
の
際
切
に
全
組
合
員
の
自
重
を
切
望
し
て
已
ま
ざ
る
も
の
で
あ
る
。

　
鈴
木
会
長
や
加
藤
主
事
が
匙
を
投
げ
て
辞
任
し
よ
う
と
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
と
り
あ
え
ず
収
拾
す
る
ま
で
に
持
ち
込
ん
だ
西
尾
の
、
総

同
盟
の
統
一
と
発
展
を
願
う
気
持
と
、
こ
れ
で
終
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
不
安
が
交
錯
し
た
文
章
に
な
っ
て
い
る
。
西
尾
は
の
ち
に
、

次
の
よ
う
に
團
想
し
て
い
る
。

　
…
…
問
題
の
過
程
に
お
い
て
、
私
は
関
東
同
盟
側
の
意
向
に
逆
ら
っ
て
不
満
を
買
っ
た
が
、
関
東
同
盟
が
と
っ
た
こ
の
間
の
処
置
も
合
理
的
で
な
か
っ
た
。
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中
央
委
員
会
の
権
威
を
認
め
ぬ
関
東
側
に
対
し
て
も
敢
て
一
矢
を
酬
い
、
合
理
主
義
を
尊
重
す
る
私
の
考
え
通
り
に
解
決
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
こ
れ
は
実
は
一
時
の
小
康
で
、
結
局
分
裂
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
そ
の
後
の
成
り
行
き
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
解
決
は
余
り
に
も
合
理
主
義
に
過
ぎ

て
い
た
か
も
し
れ
ぬ
。
と
い
う
の
は
　
つ
に
は
、
私
は
そ
れ
ま
で
内
紛
に
つ
い
て
経
験
も
少
な
く
、
関
東
と
く
ら
べ
て
関
西
側
が
そ
の
よ
う
な
間
題
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

て
は
苦
労
知
ら
ず
に
推
移
し
て
来
た
こ
と
は
、
共
産
系
一
派
の
謀
略
に
対
す
る
認
識
に
幾
分
の
差
異
が
あ
っ
た
か
と
も
思
う
。

　
一
九
一
九
年
に
友
愛
会
に
再
入
会
し
た
西
尾
は
、
一
九
二
四
年
一
二
月
、
つ
い
に
本
部
主
事
と
な
り
、
実
質
上
の
最
高
責
任
老
と
な
っ
た
。

労
働
組
合
運
動
の
着
実
な
発
展
を
軽
視
し
て
本
部
派
の
指
導
者
追
い
お
と
し
に
汲
々
と
し
て
い
る
左
派
と
、
左
派
排
斥
の
た
め
に
は
手
段
を
選

ば
な
い
右
派
と
．
の
間
に
立
っ
て
、
西
尾
は
み
ず
か
ら
が
先
頭
に
立
っ
て
築
き
あ
げ
た
総
同
盟
組
織
の
統
一
を
守
る
た
め
に
最
大
の
努
力
を
傾
け

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
本
部
直
属
と
な
っ
た
五
組
合
は
、
一
二
月
二
八
日
、
関
東
地
方
評
議
会
を
結
成
し
、
総
同
盟
の
内
部
対
立
は
い
よ
い
よ

拡
大
す
る
き
ざ
し
を
見
せ
た
。

①
　
『
労
働
駈
大
正
一
三
年
一
一
月
五
日
号
、
西
尾
繋
属
『
大
衆
と
共
に
』
一
七
九

　
頁
、
日
本
労
働
協
会
、
一
九
七
一
年
。

②
　
前
掲
西
尾
『
大
衆
と
共
に
臨
二
〇
二
頁
。

③
前
掲
谷
口
『
日
本
労
働
組
合
評
議
会
史
』
三
九
頁
。

④
　
上
条
愛
一
『
労
働
運
動
夜
話
』
一
四
一
頁
、
｝
燈
書
房
、
一
九
五
〇
年
。

⑤
　
『
労
働
』
大
正
一
二
年
＝
一
月
一
臼
号
。

⑥
一
九
二
四
年
の
左
派
四
組
合
加
盟
に
よ
っ
て
総
闘
盟
関
東
労
働
同
盟
会
の
左
右

　
対
立
が
顕
在
化
す
る
以
前
に
、
こ
の
下
地
と
な
る
松
岡
貴
書
本
部
主
事
と
田
口
亀

　
造
同
盟
会
会
長
の
対
立
関
係
が
存
在
し
て
い
た
。
一
九
二
〇
年
代
初
頭
、
両
者
は

　
と
も
に
東
京
鉄
工
組
合
に
在
籍
し
て
お
り
、
組
合
内
で
は
同
程
度
の
影
響
力
を
持

　
ち
な
が
ら
闘
係
は
親
密
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
九
二
二
年
春
、
関
東
労
働
同
盟
会

　
が
設
立
さ
れ
て
、
松
瞬
が
本
部
密
事
と
同
盟
会
常
任
委
員
を
兼
務
し
て
関
東
地
方

　
の
実
権
を
把
握
し
た
こ
ろ
か
ら
、
両
者
の
閾
に
溝
が
で
き
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

　
　
一
九
無
調
年
九
月
の
総
連
合
創
立
大
会
は
決
裂
し
て
失
敗
に
終
っ
た
が
、
田
口

派
は
こ
れ
を
松
岡
の
貴
任
と
し
、
翌
年
二
月
の
関
東
労
働
同
盟
会
大
会
で
は
、
松

岡
は
常
』
仕
の
地
位
を
解
か
れ
、
田
口
が
会
長
と
な
り
、
そ
の
腹
心
の
河
出
賢
治
が

主
事
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
。
そ
の
後
関
東
労
働
隅
面
会
購
務
所
は
総
本
部
か
ら
移

転
し
、
闘
東
地
方
の
総
同
盟
組
織
は
一
部
を
の
ぞ
い
て
田
口
派
の
影
響
下
に
お
か

れ
る
こ
と
に
な
り
、
田
口
は
松
岡
・
鈴
木
を
し
の
ぐ
声
望
を
持
つ
と
さ
え
い
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
一
方
、
一
九
二
三
年
五
月
に
起
っ
た
汽
車
会
社
争
議
に
お
い
て
、
東
京
東
部
ム
ロ

弼
労
働
組
合
の
前
身
で
あ
る
渡
辺
政
之
輔
ら
の
南
葛
労
働
会
は
総
同
盟
関
爽
鉄
工

組
合
を
支
援
し
、
ま
た
大
阪
機
械
労
働
組
含
と
提
携
す
る
な
ど
総
同
盟
へ
の
搬
近

を
は
か
っ
て
い
た
が
、
こ
の
こ
ろ
す
で
に
田
期
と
渡
辺
ら
の
あ
い
だ
で
南
葛
労
働

会
な
ど
左
派
独
立
組
合
の
総
同
盟
へ
の
加
盟
は
既
定
の
事
実
と
な
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
松
岡
は
こ
れ
ら
の
左
派
紐
合
の
加
盟
に
も
反
対
で
あ
っ
た
。

　
同
年
七
月
の
関
東
労
働
同
盟
会
第
二
回
大
会
に
お
い
て
、
松
岡
派
は
福
岡
金
次

郎
を
た
て
て
、
中
央
集
権
的
含
同
主
義
の
名
の
も
と
に
組
織
改
編
を
も
く
ろ
む
提
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＠＠＠＠＠ 案
を
お
こ
な
う
が
、
勢
力
挽
回
に
は
お
よ
ば
ず
、
一
〇
月
、
つ
い
に
松
岡
は
本
部

主
事
を
辞
任
す
る
の
で
あ
る
。
　
（
前
掲
『
大
正
十
三
年
労
働
運
動
概
況
』
第
　
編

三
九
△
貝
～
三
九
九
頁
、
協
調
会
『
最
近
の
裡
会
運
動
』
ニ
ニ
五
頁
、
一
九
二
九

年
）　

『
大
正
十
三
年
労
働
運
動
概
況
』
に
よ
れ
ば
、
田
口
は
鈴
木
会
長
の
排
斥
を
も

計
画
し
た
よ
う
で
あ
る
。
鈴
木
は
一
〇
年
度
大
会
で
名
言
会
長
と
な
っ
て
第
一
線

か
ら
退
い
て
い
た
が
、
田
口
は
一
九
二
三
年
一
月
、
東
京
鉄
工
組
合
の
左
派
・
横

石
信
一
ら
と
関
西
を
旅
行
し
、
神
戸
の
山
名
書
髭
ら
と
の
問
で
こ
の
問
題
を
討
議

し
た
。
震
災
後
、
総
同
盟
内
部
で
、
会
長
湖
は
過
去
の
運
搬
方
針
に
基
づ
く
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

で
あ
り
、
今
後
は
執
行
委
魚
制
に
す
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
が
広
ま
り
、
一
一
月

初
旬
、
東
京
・
芝
の
小
川
軒
に
、
関
西
の
酉
尾
・
出
名
、
関
東
の
松
岡
・
瞬
口
・

赤
松
ら
が
集
ま
っ
て
こ
の
問
題
を
協
議
し
た
。
席
上
、
山
名
・
赤
松
が
西
尾
を
執

行
委
員
長
に
推
薦
し
た
が
西
尾
が
圃
辞
し
、
松
岡
に
主
事
と
執
行
委
員
長
を
兼
務

さ
せ
る
ほ
か
に
方
法
は
な
い
と
い
う
雰
囲
気
に
な
っ
た
と
い
う
。
予
期
せ
ぬ
方
向

に
事
能
…
が
動
く
の
を
見
た
田
口
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
山
名
・
赤
松
・
松
闘
に

よ
る
総
同
盟
乗
取
り
の
陰
謀
で
あ
る
と
態
度
を
豹
変
さ
せ
、
鈴
太
会
長
排
斥
問
題

は
頓
座
し
た
。
岡
資
料
は
、
中
央
委
員
会
に
お
け
る
松
岡
主
事
辞
任
、
鈴
木
名
誉
会

長
の
会
長
復
帰
は
そ
の
余
波
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
該
当
す

る
中
央
委
員
会
は
一
〇
月
一
二
日
だ
か
ら
、
小
川
軒
の
会
合
は
「
一
〇
月
初
旬
」

の
あ
や
ま
り
だ
ろ
う
。
な
お
田
口
亀
造
は
総
同
盟
第
一
次
分
裂
の
さ
な
か
、
　
一
九

二
五
年
一
月
…
八
日
に
病
死
し
て
い
る
。

　
前
掲
『
総
同
盟
五
十
年
史
』
第
一
巻
、
七
〇
一
頁
。

　
前
掲
谷
口
『
日
本
労
働
組
合
評
議
会
史
』
四
〇
頁
。

　
前
掲
『
最
近
の
社
会
運
動
』
二
二
五
頁
。

　
前
掲
谷
口
『
日
本
労
働
組
合
評
議
会
史
』
三
八
○
頁
。

　
『
労
働
』
大
正
＝
雌
年
一
〇
月
二
〇
臼
猫
万
。
田
口
会
長
の
後
任
に
は
、
松
周
派

と
野
田
連
立
会
の
協
定
を
う
ら
づ
け
る
よ
う
に
、
醸
造
工
組
合
の
澗
野
実
が
就
任

　
し
て
い
る
。
な
お
執
行
委
員
長
の
制
度
が
設
け
ら
れ
、
右
派
の
望
月
源
次
が
委
貴

　
長
と
な
っ
た
。

⑫
　
晶
醐
掲
『
∴
人
正
十
一
一
膿
＋
労
働
運
湘
勤
概
況
』
第
一
編
　
一
二
六
一
百
ハ
。

⑬
前
掲
協
調
会
報
告
、
大
正
＝
二
年
一
〇
月
三
〇
日
付
「
関
西
岡
盟
会
理
事
会
ノ

　
件
」
。

⑭
　
同
右
、
二
月
五
臼
付
「
関
酉
同
盟
画
影
地
方
支
部
役
員
有
給
及
組
合
会
費
分

　
護
調
査
ノ
件
」
。

⑮
　
＝
月
初
旬
の
中
央
委
員
会
の
の
ち
、
鈴
木
と
西
尾
は
閏
際
労
働
会
議
出
席
と

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
視
察
の
報
告
の
た
め
に
、
東
京
お
よ
び
西
日
本
各
地
で
演
説
し
て
い

　
る
。
『
大
正
十
雀
年
労
働
運
上
概
況
』
（
第
一
編
四
九
一
頁
～
四
九
八
頁
）
に
よ

　
る
と
代
表
団
一
行
は
一
一
月
九
日
東
京
、
…
○
屡
名
古
屋
、
一
一
日
大
阪
、
尼
崎
、

　
一
二
日
｛
思
都
、
　
一
三
研
西
宮
、
神
一
戸
、
　
一
四
旺
伊
丹
、
　
～
六
日
岡
由
［
、
　
一
七
日
～

　
一
九
日
吉
島
、
呉
、
二
八
日
～
二
九
日
東
京
と
、
総
岡
盟
お
よ
び
他
の
労
働
団
体

　
主
催
の
報
出
口
演
説
会
に
登
壇
し
た
。
聴
衆
は
直
挿
名
か
ら
二
千
名
で
、
当
時
の
労

　
働
者
の
関
心
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
。
西
尾
は
訪
ソ
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
報
告

　
し
て
い
な
い
。
帰
国
途
中
の
船
中
で
船
員
ら
に
ソ
連
の
情
況
を
き
か
れ
て
も
「
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
蕪
中
有
力
な
る
某
共
産
党
員
に
会
見
し
種
々
実
状
を
承
聞
し
た
れ
ど
幽
発
に
岡
魍

　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
㍗
）

　
の
内
傭
を
他
に
漏
ら
ざ
る
こ
と
を
誓
い
し
言
責
あ
り
遺
憾
な
が
ら
発
表
の
自
由
を

　
有
せ
ず
」
と
あ
ま
り
口
を
開
か
な
か
っ
た
が
、
た
だ
「
英
国
の
労
働
老
は
貴
族
的

　
に
し
て
米
国
の
は
資
本
家
化
し
露
国
の
労
働
者
の
み
何
れ
も
純
労
働
者
の
資
格
を

　
備
う
之
に
反
し
吾
々
日
本
の
労
働
者
は
貧
弱
に
し
て
権
威
な
し
」
と
感
想
を
述
べ

　
た
（
同
上
、
四
八
六
頁
）
。
各
地
の
報
告
会
で
も
五
日
の
東
京
の
内
輪
で
の
歓
迎
会

　
（
『
労
働
』
）
と
大
阪
連
合
会
主
催
の
集
会
で
「
欧
米
各
圏
労
鋤
組
合
の
概
況
殊
に

　
露
園
の
現
状
及
感
想
を
詳
述
し
」
分
闘
掲
『
大
正
十
三
年
労
鋤
運
動
概
況
隔
閥
九

　
二
頁
）
て
い
る
こ
と
が
記
録
に
残
っ
て
い
る
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

　
　
西
尾
は
そ
の
後
、
総
同
盟
機
白
紙
（
関
西
阪
）
『
労
働
者
新
聞
』
に
「
統
一
イ

　
ソ
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
へ
の
道
」
を
連
載
し
た
（
大
正
一
四
年
六
月
五
日
号
、
一
五
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日
号
）
。
こ
の
年
は
じ
め
に
み
ら
れ
た
プ
ロ
フ
ィ
ン
テ
ル
ン
と
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

・
イ
ン
タ
ー
合
同
の
動
き
を
め
ぐ
っ
て
、
西
尾
が
両
イ
ン
タ
…
の
指
導
者
ロ
ゾ
フ

ス
キ
ー
議
長
と
サ
ッ
セ
ソ
バ
ッ
ハ
第
二
主
事
か
ら
得
た
書
簡
の
紹
介
記
事
で
あ
る
。

ロ
ゾ
フ
ス
キ
ー
の
風
面
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
・
イ
ン
タ
ー
は
資
本
家
と
同
思
す

る
者
の
集
団
で
あ
り
、
そ
れ
と
は
無
熱
件
に
は
合
同
で
き
な
い
こ
と
を
述
べ
、
呂

本
労
働
総
罰
盟
か
ら
両
イ
ン
タ
ー
統
一
の
提
案
を
し
て
は
ど
う
か
と
促
す
も
の
で
、

サ
ッ
セ
ン
バ
ッ
ハ
の
書
簡
は
、
モ
ス
ク
ワ
の
圏
的
は
世
界
革
命
で
あ
り
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
の
目
的
は
労
働
者
の
地
位
向
上
で
あ
る
、
日
本
で
近
い
将
来
社
会
主
義
革

命
が
可
能
だ
と
考
え
る
な
ら
ば
モ
ス
ク
ワ
の
政
策
に
従
う
が
い
い
し
、
そ
う
で
な

け
れ
ば
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
戦
術
を
採
用
す
る
べ
き
だ
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
西
尾
自
身
は
こ
れ
ら
の
書
簡
に
い
っ
さ
い
評
価
を
く
だ
し
て
い
な
い
。
す
で
に

総
同
盟
第
一
次
分
裂
が
終
了
し
て
い
る
時
点
で
は
あ
る
が
、
西
尾
に
は
日
本
の
急

進
的
活
動
家
へ
の
批
鞠
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
ま
だ
「
反
共
産
主
義
」
と
い
う
明

　
確
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
形
は
と
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑩
『
労
働
』
大
正
｝
凶
年
一
月
二
〇
潤
号
。

⑰
『
労
鋤
』
大
正
；
葦
＝
月
二
〇
日
号
。

⑱
前
掲
協
調
会
報
告
、
大
正
＝
二
年
瓢
一
月
一
七
日
付
「
総
出
盟
関
西
同
盟
会
理

　
事
会
ノ
件
」
、
『
大
正
十
三
年
労
働
運
動
概
況
』
第
一
編
　
四
八
○
頁
。

⑲
　
前
掲
西
尾
『
大
衆
と
共
に
』
二
〇
六
頁
。

⑳
前
掲
谷
口
『
日
本
労
働
組
含
評
議
会
史
』
四
三
頁
。

⑳
　
前
掲
『
大
正
十
三
年
労
働
運
動
概
況
』
第
一
編
　
囲
八
一
頁
。

＠
日
本
労
働
総
岡
盟
出
版
部
『
日
本
労
働
総
岡
盟
第
十
三
年
大
会
議
事
録
』
一
九

　
二
四
年
。

⑭
　
中
央
委
員
会
の
議
事
と
声
明
に
つ
い
て
は
『
労
働
』
大
正
一
四
年
一
月
二
〇
臼

　
号
。

⑭
　
前
掲
西
尾
『
大
衆
と
共
に
』
二
〇
七
頁
～
二
〇
八
頁
。

撲本労働総問盟の第一次分裂と西尾末廣（千本）

三
　
総
同
盟
十
四
年
度
大
会
と
第
㎜
次
分
裂

　
西
尾
の
本
部
主
鄭
就
任
に
反
対
の
声
を
あ
げ
た
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
関
酉
労
働
同
盟
会
だ
っ
た
。
主
事
就
任
を
決
定
し
た
＝
一
月
一
八
日
の

中
央
委
員
会
か
ら
一
週
閥
も
経
な
い
二
六
β
、
大
阪
連
合
会
執
行
委
員
会
は
西
尾
の
上
京
を
阻
止
す
る
こ
と
を
決
議
す
る
。
そ
の
決
議
を
持
っ

て
、
当
時
西
尾
の
右
腕
と
も
呼
ば
れ
た
金
正
米
吉
が
上
京
し
、
麻
生
久
と
会
見
し
て
「
労
働
運
動
ノ
中
心
地
タ
ル
大
阪
ヨ
リ
西
尾
ヲ
去
ラ
シ
ム

ル
事
ハ
大
阪
連
合
会
ノ
重
大
間
題
デ
ア
ル
カ
ラ
加
藤
氏
留
任
ス
ル
穀
潰
懸
シ
テ
貰
イ
タ
イ
」
と
要
請
す
る
と
、
麻
生
は
そ
の
方
向
で
努
力
す
る

旨
答
え
た
。
し
か
し
金
正
が
望
月
源
次
を
訪
問
し
て
同
様
の
要
請
を
お
こ
な
う
と
、
望
月
は
「
最
早
中
央
委
員
会
ノ
席
上
デ
両
人
ノ
問
題
ハ
可

一
決
サ
レ
タ
ノ
デ
ア
ル
カ
ラ
大
阪
連
ム
ロ
ム
買
側
二
対
「
シ
テ
ハ
御
気
附
愚
デ
ア
ル
が
今
更
m
囲
｛
東
聯
盟
ム
四
が
之
ヲ
　
取
潴
…
ス
ト
云
フ
ぶ
ハ
関
東
同
盟
A
瓜
ノ
威
信

ニ
モ
関
係
ス
ル
」
と
、
西
尾
の
主
事
就
任
は
既
定
の
事
実
で
あ
っ
て
、
加
藤
が
主
事
に
復
帰
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
と
断
わ
ら
れ
た
。
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年
が
あ
け
て
一
九
二
五
年
一
月
一
二
巳
、
大
阪
連
合
会
は
ふ
た
た
び
委
員
会
を
闘
催
し
、
西
尾
本
部
主
事
問
題
に
つ
い
て
審
議
を
続
行
し
た
。

ま
ず
伸
銅
工
組
合
の
安
藤
国
松
が
「
西
尾
末
廣
ヲ
本
部
主
事
ニ
ス
ル
コ
ト
ハ
絶
対
二
反
対
ス
」
と
意
見
を
述
べ
、
そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
付

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
々
マ
）

　
　
今
関
東
田
混
乱
状
態
ニ
ア
ル
場
所
二
西
尾
ヲ
送
ル
事
ハ
火
中
高
下
ズ
ル
が
如
キ
モ
ノ
デ
ア
ル
、
万
一
西
尾
ガ
コ
ノ
難
関
ヲ
切
抜
ケ
ル
事
が
出
来
ナ
カ
ッ
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
場
合
ハ
西
羅
ノ
人
格
ヲ
傷
ケ
ル
モ
ノ
デ
ア
ル
、
又
大
阪
連
合
会
ト
シ
テ
モ
西
尾
ヲ
送
ツ
タ
後
ノ
混
乱
が
窺
バ
レ
ル

　
西
尾
個
人
の
将
来
を
考
え
た
場
合
、
混
乱
の
極
に
達
し
て
い
る
東
京
へ
送
る
と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
政
治
生
命
に
も
か
か
わ
る
か
も
し
れ
な

い
。
大
阪
胃
泡
会
の
結
策
を
考
え
て
も
西
尾
は
大
阪
に
必
要
だ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
提
案
は
一
七
名
中
三
名
の
支
持
を
得
た
。
　
一
方
本

部
主
事
就
任
に
賛
成
す
る
意
見
も
出
た
。
提
案
者
は
機
械
労
働
組
合
の
活
動
家
で
の
ち
大
阪
地
方
評
議
会
責
任
者
と
な
る
徳
田
栄
治
で
あ
る
。

西
尾
を
送
る
こ
と
は
大
阪
に
と
っ
て
は
損
失
だ
が
、
す
で
に
決
ま
っ
た
こ
と
だ
か
ら
、
西
尾
の
よ
う
な
手
腕
の
あ
る
人
に
混
乱
を
統
一
し
て
も

ら
う
こ
と
が
、
大
局
か
ら
見
れ
ば
総
同
盟
と
し
て
は
得
策
で
あ
ろ
う
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
こ
れ
に
安
藤
案
に
賛
成
し
た
二
名
を
含
め
て
玉
名

が
賛
成
し
た
。
第
三
案
は
造
船
労
働
組
合
の
大
島
新
一
か
ら
提
案
さ
れ
た
。
次
期
大
会
ま
で
西
尾
が
主
事
に
就
任
す
る
こ
と
は
認
め
る
が
、
実

際
に
は
代
理
を
東
京
へ
送
っ
て
執
務
さ
せ
、
大
会
後
は
関
東
か
ら
主
事
を
選
ば
せ
る
こ
と
に
し
て
、
一
応
中
央
委
員
会
の
決
定
は
尊
重
し
よ
う

と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
八
名
が
賛
成
し
た
。

　
わ
ず
か
一
票
差
の
た
め
に
、
西
尾
本
人
の
意
見
を
山
内
鉄
吉
議
長
が
別
室
で
問
い
た
だ
し
て
み
る
と
、
西
尾
は
次
の
よ
う
に
答
え
た
。

　
既
二
中
央
委
員
会
ノ
席
上
デ
決
定
サ
レ
高
聞
題
ヲ
今
更
辞
任
ス
ル
事
ハ
自
分
ト
シ
テ
ハ
苦
痛
デ
ア
ル
カ
ラ
此
際
ハ
承
諾
シ
タ
方
ガ
ヨ
イ
ト
思
フ
、
夫
レ
ハ
自

　
分
ト
シ
テ
モ
永
久
二
関
東
二
行
ク
ノ
ハ
目
的
デ
ナ
イ
大
阪
ニ
ハ
知
己
モ
多
ク
且
ツ
諸
君
が
僕
ノ
如
キ
非
才
ノ
者
ヲ
今
日
迄
引
立
テ
・
貰
ツ
タ
忘
レ
ザ
ル
土
地

　
デ
ア
ル
カ
ラ
惣
黒
月
此
土
地
二
屍
ヲ
葬
り
タ
イ
、
然
シ
今
本
趨
ノ
主
事
ヲ
承
諾
シ
テ
モ
之
レ
ハ
大
会
迄
デ
ア
ル
若
シ
大
会
後
モ
自
分
が
引
続
キ
推
挙
サ
レ
テ

　
モ
断
ハ
ル
腹
デ
ア
ル
カ
ラ
一
面
之
が
手
段
ト
シ
テ
モ
此
際
ハ
承
諾
シ
五
方
ガ
ヨ
イ
ト
思
フ
。

　
と
り
あ
え
ず
言
合
の
大
会
ま
で
主
事
の
職
務
に
つ
き
そ
の
後
は
必
ず
大
阪
に
帰
っ
て
来
る
と
い
う
決
意
で
あ
る
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
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①

委
員
会
で
の
一
票
の
差
で
は
決
定
し
が
た
い
問
題
で
あ
る
か
ら
、
翌
日
の
関
西
同
盟
会
理
事
会
に
は
か
る
こ
と
と
し
て
、
決
定
を
保
留
し
た
。

　
こ
う
し
て
よ
う
や
く
翌
日
の
関
西
同
盟
会
理
事
会
に
お
い
て
、
期
限
を
こ
の
年
三
月
に
お
こ
な
わ
れ
る
予
定
の
大
会
ま
で
と
し
て
、
西
尾
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

本
部
主
事
就
任
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
総
同
盟
激
動
の
時
代
に
主
事
と
な
っ
た
西
尾
は
多
忙
で
あ
っ
た
。
関
西
同
盟
会
が
主
事
就
任
を
認
め
て
か
ら
一
週
間
も
た
た
な
い
一
月
一
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

臼
か
ら
二
日
間
、
総
同
盟
本
部
で
中
央
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
　
「
主
事
就
任
遅
の
件
」
　
「
関
東
同
盟
会
及
関
東
地
方
評
議
会
よ
り
の
陳
謝
文

の
件
」
な
ど
が
報
告
さ
れ
、
そ
の
の
ち
議
事
に
入
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
来
年
度
の
国
際
労
働
会
議
労
働
代
表
に
鈴
木
会
長
を
推
薦
す
る
こ
と
、

関
東
地
方
評
議
会
を
承
認
す
る
こ
と
、
三
月
一
五
日
か
ら
三
日
間
、
神
戸
で
全
国
大
会
を
開
催
す
る
件
、
ま
た
、
「
本
部
に
勢
力
集
中
の
方
針

を
採
る
こ
と
」
、
機
関
紙
を
本
部
よ
り
月
一
回
、
同
盟
会
よ
り
月
一
回
発
行
し
本
部
会
費
を
値
上
げ
す
る
こ
と
等
の
組
織
改
革
の
件
、
政
治
部

の
権
限
を
改
め
て
中
央
委
員
会
統
率
の
も
と
に
活
動
の
権
限
を
与
え
る
こ
と
等
の
政
治
問
題
に
つ
い
て
の
件
、
無
産
政
党
中
墨
・
労
働
代
表
問

題
に
関
し
て
協
議
を
は
か
る
た
め
二
月
に
大
阪
で
労
働
団
体
の
協
議
会
を
開
く
件
な
ど
を
決
定
し
た
。

　
一
九
二
五
年
の
最
初
の
ニ
ケ
月
、
総
同
盟
は
、
全
国
労
働
組
合
協
議
会
の
失
敗
等
が
あ
り
な
が
ら
も
表
面
的
に
は
平
穏
だ
っ
た
。
し
か
し
そ

れ
は
嵐
の
前
の
静
け
さ
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
反
本
部
派
左
翼
勢
力
は
決
戦
を
前
に
深
く
潜
行
し
た
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。

谷
口
善
太
郎
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
積
極
的
活
動
を
遠
慮
し
て
い
た
左
翼
分
派
は
、
し
か
し
全
然
そ
の
活
動
を
放
棄
し
た
の
で
は
な
い
。
右
翼
的
傾
向
に
対
す
る
独
自
の
闘
争
を
、
た
と
え
ば

　
関
東
労
働
組
合
会
議
の
設
立
、
政
党
聞
題
に
か
ん
す
る
階
級
的
理
解
の
普
及
、
日
常
闘
争
等
に
お
い
て
展
開
し
つ
つ
、
関
東
地
方
評
議
会
を
中
心
と
し
て
全

　
国
の
左
翼
分
子
の
あ
い
だ
に
機
関
紙
の
配
布
、
文
書
の
交
換
、
個
人
的
連
絡
等
を
実
行
し
、
右
翼
に
た
い
す
る
闘
争
の
機
を
待
ち
つ
つ
そ
の
準
備
を
整
え
て

　
　
　
　
　
　
④

　
　
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
谷
口
は
、
総
同
盟
内
紛
の
過
程
で
、
左
翼
が
と
っ
た
戦
術
に
は
誤
り
や
不
充
分
な
点
が
多
か
っ
た
け
れ
ど
も
「
こ
の
期
間
だ
け
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
ロ
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
コ
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
の
　
　
　
コ
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
の
　
　
　
　

総
同
盟
内
紛
の
全
過
程
に
お
い
て
左
翼
分
派
が
や
や
正
し
い
組
織
的
戦
術
を
一
も
っ
と
も
き
わ
め
て
幼
稚
な
形
態
で
あ
っ
た
が
i
遂
行
し
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ロ
　
　
　
の

た
時
で
あ
る
」
（
傍
点
原
文
）
と
評
価
し
て
い
る
。
谷
口
は
続
け
る
。

　
　
た
だ
そ
れ
は
覆
工
指
導
者
の
分
裂
政
策
を
避
け
る
た
め
に
き
わ
め
て
謙
譲
に
、
つ
と
め
て
裏
彌
的
に
行
な
わ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
十
四
年
度

　
大
会
の
近
づ
く
や
、
右
翼
派
が
…
…
改
良
主
義
的
運
動
を
公
表
し
合
理
化
す
る
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
こ
の
大
会
に
お
い
て
、
か
し
ゃ
く
な
き
批
判
を
も
っ
て

　
こ
れ
を
迎
え
、
決
定
的
に
打
破
し
よ
う
と
す
る
方
針
を
定
め
た
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
総
同
盟
左
右
両
派
は
、
来
る
べ
き
大
会
で
の
決
戦
に
そ
な
え
て
、
組
織
が
た
め
に
重
質
が
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
一
九
二
五
年
三
月
一
五
日
、
日
本
労
働
総
同
盟
大
正
一
四
年
度
大
会
が
、
神
戸
基
督
青
年
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
代
議
員
二
四
九
名
立
、
西

尾
の
率
い
る
大
阪
連
合
会
は
七
五
名
、
右
派
の
関
東
労
働
同
盟
会
は
五
一
名
、
左
派
の
関
東
地
方
評
議
会
は
二
八
名
で
あ
る
。
鈴
木
会
長
は
議

長
席
に
つ
い
て
い
た
し
、
松
岡
は
争
議
部
長
と
し
て
復
帰
し
た
ば
か
り
で
し
か
も
左
右
対
立
の
当
事
老
だ
っ
た
か
ら
、
左
派
か
ら
の
批
判
は
前

年
度
大
会
に
ひ
き
つ
づ
き
西
尾
主
事
が
一
手
に
ひ
き
う
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
第
一
日
、
西
尾
が
会
計
・
政
治
部
・
労
働
法
制
委
員
会
を
の
ぞ
く
本
部
報
告
を
お
こ
な
う
。
赤
松
政
治
部
長
の
政
治
部
報
告
も
含
め
た
本
部

報
告
に
十
数
名
が
質
聞
を
通
告
し
、
質
疑
応
答
だ
け
で
二
日
目
に
ず
れ
こ
む
有
様
で
あ
る
。
左
翼
の
攻
撃
は
、
主
要
に
政
治
部
の
活
動
に
向
け

ら
れ
た
。

　
大
阪
連
合
会
の
中
村
義
明
は
参
加
組
合
数
が
少
な
く
立
ち
ぎ
え
と
な
っ
て
失
敗
し
た
二
月
の
全
国
労
働
組
合
協
議
会
に
つ
い
て
、

（5．）　〈1）　（3．）　〈2．〉　（1．）

何
故
焦
慮
の
気
味
で
開
い
た
か

全
国
と
銘
を
持
ち
な
が
ら
甲
乙
を
附
け
て
何
故
全
組
合
を
勧
誘
し
な
か
っ
た
か

総
同
盟
の
何
れ
の
機
関
と
相
談
し
て
開
い
た
か

本
都
は
何
故
独
断
で
や
っ
た
か

赤
松
馬
が
本
部
代
表
と
し
て
出
席
し
た
理
由

な
ど
七
項
目
に
わ
た
っ
て
質
問
を
お
こ
な
い
、
　
「
西
尾
主
事
夫
々
弁
明
す
る
と
こ
ろ
あ
り
し
も
納
得
せ
し
む
る
能
は
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
、
左
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翼
は
強
硬
な
態
度
を
示
し
た
。

　
も
っ
と
も
厳
し
い
対
立
を
示
し
た
の
は
政
治
部
活
動
費
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
の
一
月
の
中
央
委
員
会
で
「
政
治
部
に
対
し
、
五
百
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ま
で
運
動
費
と
し
て
支
出
す
る
こ
と
」
と
決
定
し
て
い
た
も
の
だ
が
、
大
阪
の
鍋
山
貞
親
は
「
政
治
部
委
員
の
選
出
人
選
が
本
部
専
断
な
る
感

あ
る
こ
と
組
合
員
外
の
も
の
を
其
部
員
に
任
命
し
て
決
議
権
を
与
え
五
百
円
も
の
費
用
を
委
し
た
理
由
如
何
」
と
質
問
し
、
さ
ら
に
そ
の
五
百

円
を
山
名
や
赤
松
が
生
活
費
や
小
遣
い
に
使
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
「
人
身
攻
撃
に
亘
る
が
如
き
質
問
」
ま
で
お
こ
な
っ
た
。
西
尾
と
赤
松
は

「
襲
に
配
布
せ
る
政
治
部
報
告
を
充
分
読
ま
れ
た
ら
了
解
せ
ら
る
べ
し
」
と
釈
明
し
た
が
、
鍋
山
の
攻
撃
は
さ
ら
に
続
け
ら
れ
、
最
後
に
「
自

分
は
政
治
部
長
不
信
任
を
表
開
し
質
聞
を
打
切
る
」
と
、
批
判
の
矢
を
松
岡
労
働
法
綱
委
員
長
に
転
じ
た
。

　
本
部
報
告
を
め
ぐ
る
論
戦
は
翌
朝
一
〇
玉
響
〇
分
ま
で
続
き
、
西
尾
の
腹
心
で
あ
る
大
阪
の
金
正
米
吉
が
質
問
打
切
の
動
機
を
提
出
、
可
決

さ
れ
て
よ
う
や
く
終
了
し
て
い
る
。

　
第
二
日
の
議
案
審
議
に
入
っ
て
、
第
二
議
案
の
「
政
治
部
活
動
資
金
醸
出
の
件
」
で
、
政
治
部
の
活
動
費
が
ふ
た
た
び
問
題
と
な
っ
た
。
す

な
わ
ち
政
治
部
費
用
と
し
て
組
合
員
一
名
に
つ
き
一
〇
銭
を
徴
収
す
る
権
利
を
会
長
に
委
任
し
よ
う
と
い
う
案
で
あ
る
。
政
治
部
員
が
ほ
と
ん

ど
右
派
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
活
動
費
が
右
派
に
好
都
合
に
費
さ
れ
る
こ
と
を
左
派
は
お
そ
れ
た
。
京
都
の
国
領
、
大
阪
の
鍋
山
・

中
村
ら
が
赤
松
を
激
し
く
攻
繋
し
、
関
東
の
右
派
の
賛
成
演
説
も
左
派
の
勢
い
に
か
き
け
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
西
尾
は
つ
い
に
「
諸
君
が
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

円
出
し
て
く
れ
れ
ば
千
円
だ
け
五
百
円
出
し
て
く
れ
れ
ば
五
百
円
だ
け
仕
事
を
す
る
が
若
し
一
銭
も
出
し
て
く
れ
ね
ば
活
動
し
な
い
だ
け
だ
」

と
放
言
し
て
い
る
。
結
局
こ
の
案
は
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
最
終
日
に
金
正
米
吉
が
「
政
治
部
活
動
は
継
続
的
事
業
な
る
故
一
般
会
計
よ

り
其
費
用
を
支
出
す
る
を
相
当
と
し
其
の
財
源
と
し
て
従
来
の
本
部
費
四
銭
五
厘
を
五
銭
に
値
上
す
る
こ
と
」
を
提
議
し
可
決
さ
れ
た
。

　
な
お
、
前
年
度
大
会
で
の
左
右
対
立
案
件
で
あ
っ
た
大
会
宣
書
は
、
宣
言
審
査
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
が
「
今
後
一
ケ
年
の
方
向
は
昨
年
の

宣
言
通
り
で
あ
り
根
本
方
針
に
変
化
な
き
以
上
声
明
不
必
要
」
と
決
定
さ
れ
た
。

　
大
会
の
議
場
で
は
政
治
部
の
問
題
を
中
心
に
論
議
が
た
た
か
わ
さ
れ
た
が
、
左
右
両
派
に
と
っ
て
も
っ
と
も
関
心
の
あ
る
の
は
、
左
派
組
合
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員
の
除
名
落
話
で
あ
っ
た
。
関
東
の
内
紛
以
来
、
形
式
的
に
は
結
着
が
つ
い
て
は
い
て
も
、
決
し
て
解
決
し
た
問
題
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
大

会
第
三
濤
、
大
阪
機
械
労
働
組
含
な
ど
本
部
を
支
持
す
る
組
合
は
、
議
場
で
の
本
部
に
対
す
る
不
信
任
的
言
動
の
露
骨
な
者
の
う
ち
、
共
産
党

員
と
昌
さ
れ
る
組
合
員
数
名
を
除
名
す
る
決
議
案
を
緊
急
動
機
と
し
て
提
出
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
た
め
に
各
派
は
密
議
を
こ
ら
し
、
午
後
二

時
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
た
午
後
の
部
の
開
会
が
三
時
四
五
分
ま
で
延
ば
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
除
名
案
提
出
は
、
鈴
木
会
長
と
左
派
の
拠
点
で
あ
る
神
戸
連
学
会
の
長
老
・
灘
重
太
郎
の
斡
旋
に
よ
り
回
避
さ
れ
た
。
し
か
し
大
会
最
終
日

の
閉
会
直
前
に
谷
口
善
太
郎
を
委
員
長
と
す
る
法
規
委
員
会
か
ら
、
総
同
盟
規
約
改
正
案
が
出
さ
れ
、
質
疑
な
く
満
場
一
致
で
可
決
し
た
。
こ

こ
に
重
要
な
問
題
が
隠
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
罰
則
条
項
は
、
前
大
会
で
修
正
さ
れ
て
、

　
第
二
十
五
条
　
本
論
盟
神
一
網
本
同
盟
加
明
皿
団
体
タ
ル
コ
ト
ヲ
承
認
シ
タ
ル
後
ト
難
モ
甘
バ
団
体
ニ
シ
テ
本
窯
蟹
存
立
ノ
繕
…
神
二
違
反
シ
又
ハ
里
芋
明
皿
二
対
ス

　
　
ル
義
務
ヲ
履
行
セ
ザ
ル
時
ハ
之
ヲ
脱
退
セ
シ
ム
ル
事
ヲ
得

と
、
除
名
に
つ
い
て
は
あ
い
ま
い
に
し
か
規
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
を
、
新
規
約
で
は
「
団
体
」
を
「
組
合
」
と
修
正
し
た
ほ
か
「
義
務
を

履
行
せ
ざ
る
時
は
中
央
委
員
会
又
は
大
会
の
決
議
を
以
て
之
を
脱
退
せ
し
む
る
事
を
得
」
と
中
央
委
員
会
に
も
除
名
権
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

な
お
西
尾
は
大
阪
連
含
会
の
強
い
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
主
事
に
留
任
と
な
っ
た
。

　
大
会
が
終
わ
っ
て
も
、
左
右
両
派
の
指
導
者
た
ち
は
関
西
を
去
ら
な
か
っ
た
。
一
九
日
に
は
左
派
が
全
国
協
議
会
を
開
き
、
本
部
派
に
よ
る

左
派
除
名
が
必
至
で
あ
る
現
在
、
左
派
と
し
て
は
運
動
を
除
名
反
対
に
し
ぼ
っ
て
全
国
的
結
集
を
す
す
め
、
最
終
的
な
勝
利
を
獲
得
す
る
と
い

　
　
　
　
　
　
　
⑨

う
方
針
を
決
定
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
三
月
二
七
臼
、
大
阪
連
合
会
察
務
所
で
総
同
盟
中
央
委
員
会
が
開
か
れ
、
予
期
さ
れ
た
通
り
左
派
指
導
者
の
除
名
案
が
提
案
さ
れ
た
。
対
象

と
な
っ
た
の
は
関
東
地
塁
の
山
本
懸
蔵
、
杉
浦
啓
一
、
渡
辺
政
之
輔
、
大
阪
の
鍋
山
貞
親
、
中
村
義
明
、
京
都
の
辻
井
民
之
助
、
理
由
は
「
日

本
共
産
党
に
加
盟
し
若
し
く
は
こ
れ
と
通
謀
し
て
総
同
盟
を
其
支
配
下
に
置
か
ん
と
謀
り
つ
つ
あ
っ
た
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
採
択
の
結
果

は
八
対
五
、
除
名
案
の
可
決
に
は
三
分
の
二
の
賛
成
が
必
要
な
た
め
、
否
決
と
な
っ
た
。
反
対
し
た
の
は
神
戸
、
京
都
、
九
州
、
鉱
山
の
中
央
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委
員
で
、
西
尾
は
賛
成
し
た
。
左
派
除
名
を
支
持
す
る
立
場
を
西
尾
が
と
っ
た
の
は
、
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
る
。

　
次
い
で
関
東
地
墨
の
解
散
と
機
関
紙
の
発
行
禁
止
が
提
案
さ
れ
た
。
こ
の
案
に
は
、
左
派
が
多
数
を
占
め
る
神
戸
、
京
都
両
連
合
会
選
出
の

中
央
委
員
も
、
関
東
同
盟
会
と
の
合
同
が
望
ま
し
い
と
の
立
場
か
ら
賛
成
し
、
全
員
一
致
で
可
決
し
た
。
岡
時
に
、
一
五
日
ま
で
に
解
散
に
応

じ
な
い
場
合
に
は
除
名
す
る
旨
も
全
員
一
致
で
申
し
合
わ
さ
れ
た
。
な
お
西
尾
が
主
事
辞
任
を
申
し
出
て
い
る
が
、
次
期
中
央
委
員
会
で
適
当

な
人
物
を
選
ぶ
こ
と
と
し
て
留
任
と
決
定
し
て
い
る
。

　
そ
の
後
の
両
派
の
や
り
と
り
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
三
月
二
八
碍
、
解
散
通
告
に
対
し
て
関
東
漫
評
は
、
関
東
労
働
同
盟
会
と
の
合
同
で

な
け
れ
ば
解
散
す
る
意
味
が
な
い
か
ら
と
、
再
審
議
を
要
求
す
る
。
同
日
、
全
国
の
左
派
二
五
組
合
（
の
ち
二
六
組
織
）
は
、
規
約
改
正
問
題

な
ど
を
議
題
と
し
て
臨
時
全
国
大
会
の
開
催
を
要
求
す
る
決
議
文
を
中
央
委
員
会
に
発
送
し
て
い
る
。

　
二
九
日
、
鈴
木
会
長
は
国
際
労
働
会
議
労
働
代
表
と
し
て
渡
欧
し
、
西
尾
が
会
長
代
理
と
な
る
。

　
四
月
目
じ
め
、
鉱
夫
総
連
合
選
出
中
央
委
員
が
関
東
地
評
に
対
し
て
、
無
条
件
で
解
散
す
る
意
志
が
あ
る
か
ど
う
か
か
さ
ね
て
問
い
あ
わ
せ

た
が
「
現
在
の
ま
ま
で
は
解
散
で
き
な
い
」
旨
回
答
が
あ
る
。

　
四
月
一
二
日
、
中
央
委
員
会
。
議
長
は
西
尾
。
評
議
会
の
再
回
答
を
得
て
、
再
審
議
の
余
地
な
し
と
す
る
老
書
名
、
再
審
議
す
べ
し
と
す
る

老
二
名
（
京
都
・
神
戸
）
。
同
属
付
で
二
六
組
合
に
臨
時
大
会
は
不
必
要
と
回
答
。
本
部
主
事
選
任
に
つ
い
て
は
全
員
一
致
で
西
尾
留
任
に
決
定
。

　
西
尾
は
主
事
・
会
畏
代
理
と
し
て
、
四
月
＝
ハ
臼
付
で
「
関
東
地
方
評
議
会
除
名
に
関
す
る
声
明
書
」
を
発
表
し
た
。
そ
の
冒
頭
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

　
大
正
十
四
年
四
月
十
六
日
、
私
は
日
本
労
働
総
同
盟
会
長
を
代
理
し
て
、
関
東
地
方
評
議
会
加
盟
各
組
合
に
対
し
、
左
の
除
名
通
告
を
し
ま
し
た
。

　
　
除
名
通
　
告

　
三
月
二
十
七
日
の
中
央
委
員
会
は
、
四
月
十
五
日
置
で
に
関
東
地
方
評
議
会
を
解
散
せ
し
む
る
こ
と
を
全
員
一
致
を
以
っ
て
決
議
し
、
即
刻
、
代
表
者
山

本
懸
蔵
君
に
通
告
し
て
置
い
た
。
然
る
に
貴
組
合
等
は
此
の
決
議
を
無
視
し
て
居
る
。
之
れ
日
本
労
働
総
同
盤
の
統
制
に
服
せ
ざ
る
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
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会
則
第
ご
十
八
条
に
依
り
、
今
日
限
り
、
費
組
合
を
日
本
労
働
総
同
盟
よ
り
除
名
し
ま
す
。

　
　
志
人
正
十
四
年
四
月
十
六
日

日
本
労
働
総
同
盟
会
長
代
理

　
　
主
事
西
　
尾
末
廣

　
通
例
、
こ
の
よ
う
な
除
名
通
告
書
は
、
規
約
に
の
っ
と
っ
た
無
味
乾
燥
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
け
っ
し
て
上
手
だ
と
は
い
え
な
い
西

尾
の
「
除
名
通
告
」
文
に
は
、
左
派
組
合
に
対
す
る
怒
り
と
、
組
合
を
分
裂
に
奪
び
か
ざ
る
を
え
な
い
苦
衷
が
に
じ
み
出
て
い
る
。

　
西
尾
の
声
明
書
は
こ
れ
に
続
い
て
「
問
題
の
根
源
」
、
「
依
然
た
る
彼
等
の
態
度
」
、
「
關
東
地
方
評
議
会
解
散
の
決
議
」
と
い
う
小
見
出
し
で
、

関
東
鉄
工
芝
之
の
左
右
対
立
以
降
の
経
過
を
た
ど
り
、
内
紛
の
原
因
が
「
所
謂
少
数
派
の
妄
動
」
に
あ
る
と
指
摘
し
た
。
そ
し
て
三
月
二
十
七

日
の
申
央
委
員
会
に
至
っ
て
、
「
先
に
関
東
労
働
同
盟
会
に
紛
擾
を
生
じ
た
時
、
会
長
及
び
関
西
労
働
同
盟
会
は
少
数
派
に
対
し
て
、
尚
寛
大

の
態
度
を
持
し
た
が
、
此
の
中
央
委
員
会
に
於
て
は
関
菓
労
働
同
盟
会
に
一
致
し
て
強
硬
な
る
態
度
を
執
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

西
尾
が
関
顔
労
働
岡
麓
会
と
い
う
時
、
京
都
・
神
戸
は
除
名
反
対
派
で
あ
る
か
ら
こ
こ
で
は
大
阪
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
西
尾
の
左

派
に
対
す
る
態
度
が
一
四
年
度
大
会
を
境
に
変
化
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
西
尾
は
さ
ら
に
「
関
東
地
方
評
議
会
に
対
す
る
除
名
処
分
」
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
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其
の
後
、
関
東
地
方
評
議
会
は
何
等
反
省
の
色
な
く
、
同
志
を
糾
合
し
て
、
刷
新
運
動
と
自
称
す
る
も
の
を
起
し
、
何
等
搬
拠
な
き
、
宣
伝
ビ
ラ
を
盛
ん

に
撒
布
し
、
鉱
夫
総
連
合
会
並
び
九
州
連
合
会
の
友
情
を
無
視
し
て
、
益
々
露
骨
な
る
朋
党
的
態
度
を
と
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
　
（
中
略
）
全
然
中
央
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

会
の
統
制
に
服
せ
ざ
る
こ
と
が
明
か
と
な
っ
た
の
で
、
私
は
遂
に
、
予
て
の
申
合
せ
に
従
ひ
関
東
地
方
評
議
員
会
六
組
合
に
対
し
断
然
除
名
通
告
を
発
し
た

の
で
あ
る
。
鈴
木
会
長
は
渡
欧
の
途
次
上
海
よ
り
私
に
書
信
を
送
り
、
若
し
少
数
派
が
依
然
と
し
て
其
の
態
度
を
改
め
ず
、
中
央
委
員
会
の
統
制
に
服
さ
な

い
な
ら
ば
、
断
乎
た
る
処
分
を
な
す
べ
き
旨
を
堅
き
決
心
を
以
っ
て
述
べ
ら
れ
た
。

関
東
地
評
を
中
心
と
す
る
組
織
的
な
分
裂
策
動
が
除
名
と
い
う
事
態
を
も
た
ら
し
た
原
因
で
あ
り
、
渡
欧
途
申
の
鈴
木
会
長
も
西
尾
や
中
央
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委
員
会
と
同
意
見
だ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
西
尾
は
こ
の
声
明
書
の
最
後
を
次
の
よ
う
に
し
め
く
く
っ
た
。

　
　
私
は
日
本
労
働
総
同
盟
の
前
途
を
憂
慮
し
つ
つ
出
発
せ
ら
れ
た
鈴
木
会
長
並
び
に
多
数
中
央
委
員
の
意
志
に
依
り
、
此
の
重
大
な
る
時
機
に
臨
ん
で
因
循

　
姑
息
な
る
態
度
を
採
る
は
、
総
同
盟
の
た
め
に
非
ず
と
信
じ
て
、
右
の
処
置
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
組
合
員
諸
君
は
、
此
の
重
大
な
る
時
機
に
於
て
、
彼
等
一
派
の
策
略
と
宣
伝
に
乗
せ
ら
れ
る
こ
と
な
き
よ
う
、
能
く
問
題
の
真
相
を
解
さ
れ
て
、
自
重
以

　
　
つ
て
総
同
盟
の
組
合
精
神
に
則
り
、
益
々
奮
闘
さ
れ
ん
こ
と
を
、
此
の
際
特
に
切
望
致
し
ま
す
。

　
関
東
地
評
は
除
名
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
け
れ
ど
も
、
残
る
組
合
は
総
同
盟
と
し
て
の
団
結
を
維
持
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
の

が
、
西
尾
の
最
大
の
願
望
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
事
態
は
逆
の
方
向
に
動
い
た
。

　
西
尾
が
声
明
書
を
発
表
し
た
翌
日
、
左
派
二
五
組
合
は
日
本
労
働
総
同
盟
革
新
同
盟
を
発
足
さ
せ
て
三
月
の
大
会
以
降
展
開
し
て
い
た
欄
新

運
動
に
組
織
的
実
態
を
与
え
た
。
五
月
一
六
日
、
総
同
盟
中
央
委
員
会
は
、
あ
ら
た
に
二
三
言
合
を
除
名
、
西
尾
は
よ
う
や
く
主
事
の
辞
任
を

認
め
ら
れ
、
他
の
中
央
委
員
も
総
辞
職
す
る
。
除
名
さ
れ
た
組
合
は
、
五
月
二
四
日
、
五
日
、
革
新
同
盟
大
会
を
開
い
て
、
日
本
労
働
組
合
評

議
会
を
創
立
す
る
。
日
本
労
働
総
同
盟
は
真
二
つ
に
分
裂
す
る
に
到
っ
た
の
で
あ
る
。

①
　
前
掲
協
調
会
報
告
書
、
火
正
一
四
年
一
月
三
〇
日
付
「
大
販
連
合
会
委
員
会
之

　
件
」
。

②
同
右
、
大
正
一
四
年
一
月
一
六
日
付
「
西
尾
末
慶
総
同
盟
本
部
主
事
就
任
之
件
」
。

③
『
労
働
』
大
正
…
四
年
二
月
五
日
号
。

④
前
掲
谷
口
『
日
本
労
働
組
合
評
議
会
史
』
四
六
頁
。

⑥
特
に
注
記
し
な
い
場
合
、
大
会
の
憐
況
は
栓
塞
局
労
働
部
『
大
正
十
四
年
労
働

　
運
動
年
報
』
第
一
編
第
三
館
、
お
よ
び
大
原
社
会
聞
題
研
究
所
『
二
本
労
働
縄
合

お
　
わ
　
り
　
に

　
評
議
会
資
料
そ
の
四
』
に
よ
る
。

⑥
『
労
働
』
大
正
一
四
年
二
貝
五
日
号
。

⑦
　
野
…
帯
下
伴
太
『
労
働
問
運
動
実
戦
記
騒
五
｝
血
七
百
ハ
、
文
愚
炉
案
内
社
、
　
一
九
三
山
ハ
年
。

⑧
　
前
掲
『
最
近
の
社
会
運
動
』
二
二
七
頁
。

⑨
前
掲
谷
口
『
日
本
労
働
組
含
評
議
会
史
』
五
一
頁
。

⑩
『
労
働
』
大
正
一
四
年
四
月
一
五
B
暑
、
五
月
｝
五
日
号
。
以
下
『
労
働
』
に

　
よ
る
。

一
九
二
〇
年
代
初
頭
か
ら
、
量
・
質
と
も
な
っ
た
強
大
な
労
働
組
合
を
建
設
す
る
た
め
に
努
力
を
続
け
て
き
た
西
尾
末
廣
は
、
一
九
二
四
年
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以
降
、
み
ず
か
ら
が
育
て
て
き
た
総
同
盤
組
織
の
分
裂
の
嵐
の
な
か
に
立
た
さ
れ
る
。

　
分
裂
の
原
因
は
、
左
右
両
派
が
労
働
組
合
運
動
に
課
す
任
務
の
相
異
を
譲
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
左
派
は
谷
口
善
太
郎
が
「
共
産
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
政
策
を
支
持
し
、
町
そ
れ
に
結
合
し
て
闘
う
」
、
「
賃
金
鉄
鎖
か
ら
労
働
者
階
級
を
解
放
す
る
た
め
の
闘
争
団
体
」
と
規
定
し
た
よ
う
に
、
労
働

組
合
自
身
が
社
会
総
体
の
変
革
を
目
的
と
す
る
組
織
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
一
方
右
派
は
、
労
働
組
合
を
、
労
働
条
件
等
を
改
良
す
る
た
め
だ
け
の
団
体
と
考
え
て
い
た
。
そ
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
何

よ
り
も
組
織
の
量
的
拡
大
が
必
要
だ
か
ら
、
保
守
的
な
労
働
者
を
も
含
み
込
ん
で
運
動
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
左
派
の

存
在
が
栓
桔
と
な
る
な
ら
ば
、
右
派
は
か
れ
ら
の
除
名
を
も
あ
え
て
辞
さ
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
そ
の
場
合
、
左
派
と
し
て
は
、
労
働
組
合
の
な
か
の
可
能
な
か
ぎ
り
多
数
の
労
働
者
に
み
ず
か
ら
の
主
張
を
訴
え
よ
う
と
す
れ
ば
、
右
派
か

ら
い
か
に
排
斥
さ
れ
よ
う
と
も
分
裂
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
一
九
二
四
～
五
年
の
左
派
は
、
除
名
さ
れ
る
こ
と
も
あ
え
て
い
と

わ
ず
に
右
派
攻
撃
に
熱
中
し
た
の
で
あ
る
。
一
九
二
五
年
五
月
、
プ
ロ
フ
ィ
ン
テ
ル
ン
派
遣
員
ヘ
ラ
ー
が
、
上
海
で
渡
辺
政
之
輔
と
徳
田
球
一

に
対
し
て
、
総
同
盟
か
ら
の
脱
退
が
左
派
の
大
衆
か
ら
の
孤
立
を
ま
ね
き
、
総
同
盟
の
さ
ら
な
る
右
傾
化
を
も
た
ら
す
と
し
て
反
対
の
意
志
を

伝
え
た
け
れ
ど
も
、
す
で
に
遅
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ヘ
ラ
ー
の
主
張
が
赤
色
労
働
組
合
主
義
に
よ
る
戦
術
的
な
も
の
だ
っ
た
と
し
て
も
、
す
く

な
く
と
も
分
裂
に
反
対
す
る
こ
と
は
正
し
か
っ
た
。

　
し
か
し
問
題
は
よ
り
深
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
渡
辺
敷
之
輔
が
死
の
年
に
書
い
た
文
章
を
、
わ
た
し
た
ち
は
も
う
一
度
読
み
か
え
す
必
要
が
あ

る
。

　
労
働
組
合
と
云
ふ
も
の
は
、
云
ふ
ま
で
も
な
く
労
働
者
の
現
実
生
活
に
即
し
た
、
具
体
的
利
害
の
問
題
で
結
合
す
る
労
働
者
の
大
衆
的
組
織
で
あ
る
。
こ

　
の
組
織
に
於
い
て
は
本
来
、
主
嚢
、
主
張
、
政
治
的
意
見
の
相
違
に
拘
は
ら
な
い
、
む
し
ろ
、
そ
れ
は
聞
題
と
な
ら
な
い
組
織
で
あ
る
の
だ
。
従
っ
て
、

　
組
合
は
、
そ
の
客
観
的
諸
条
件
の
下
に
於
い
て
は
極
め
て
多
く
政
治
的
傾
向
を
持
つ
場
合
も
あ
る
。
又
全
然
経
済
的
闘
争
に
の
み
沈
潜
す
る
場
合
も
あ
る
。

　
（
中
略
）
然
し
、
政
党
的
任
務
を
持
つ
た
り
、
持
た
な
か
っ
た
り
す
る
と
云
ふ
様
な
こ
と
は
あ
り
得
な
い
筈
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
政
党
と
云
ふ
も
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
本
来
プ
ロ
レ
タ
夢
ア
の
頭
部
、
前
衛
の
集
結
で
あ
る
の
だ
か
ら
。
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臼本労働総同盟の第一次分裂と西尾末廣（千本）

　
た
し
か
に
当
時
は
左
派
の
政
治
的
結
合
体
で
あ
る
前
衛
党
は
な
か
っ
た
し
、
ま
た
公
然
と
結
成
で
き
る
客
観
的
な
状
況
で
も
な
か
っ
た
。
し

か
し
大
衆
団
体
で
あ
る
労
働
組
合
に
前
衛
党
の
任
務
を
課
す
こ
と
は
、
労
働
組
合
運
動
の
大
衆
的
発
展
を
妨
げ
る
こ
と
に
し
か
な
ら
な
い
。
ま

た
労
働
組
合
を
前
衛
党
の
補
助
組
織
と
考
え
る
の
で
も
な
く
、
あ
く
ま
で
も
労
働
組
合
の
自
立
性
を
認
め
た
う
え
で
、
労
働
老
の
生
活
と
権
利

を
守
り
、
労
働
条
件
を
維
持
改
善
し
て
ゆ
く
た
め
の
労
働
組
合
運
動
の
発
展
を
、
左
派
は
追
求
し
て
ゆ
く
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
の
先
頭

に
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
労
働
組
合
運
動
は
階
級
的
に
も
強
化
さ
れ
、
ま
っ
た
く
別
次
元
の
組
織
で
あ
る
前
衛
党
の
発
展
も
可
能
に
な
っ
た
だ

ろ
う
。
ふ
た
た
び
渡
辺
政
之
輔
に
よ
る
総
括
に
も
ど
ろ
う
。

　
ど
ん
な
に
抗
弁
し
て
み
た
と
こ
ろ
で
、
総
同
盟
の
分
裂
は
失
敗
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
失
敗
だ
と
云
ふ
意
味
は
、
我
々
は
決
し
て
分
裂
を
欲
し
て

　
み
た
の
で
は
な
い
、
分
裂
を
目
的
と
し
て
み
た
の
で
は
な
い
、
そ
れ
は
、
支
配
階
級
に
買
収
さ
れ
た
る
右
翼
幹
部
が
欲
し
て
み
た
こ
と
で
あ
り
彼
等
の
政
策

　
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
我
々
は
そ
れ
と
た
＼
か
つ
て
彼
等
を
完
全
に
径
服
せ
ず
、
彼
等
と
機
械
的
に
対
立
し
て
、
却
っ
て
結
果
に
於
い
て
は
彼
等
の
術
中
に

　
落
ち
て
、
大
衆
団
体
を
分
裂
す
る
の
結
果
を
菊
ら
し
た
と
云
ふ
こ
と
は
、
つ
ま
り
大
衆
の
利
益
を
擁
護
す
る
大
衆
隅
体
の
統
一
を
任
務
と
す
る
前
衛
左
翼
分

　
子
と
し
て
失
敗
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
渡
辺
は
そ
の
失
敗
の
原
因
を
、
前
衛
と
大
衆
団
体
の
任
務
の
混
同
に
置
き
、
前
衛
の
不
在
と
前
衛
分
子
の
闘
争
経
験
の
不
充
分
さ
が
そ
の
誤

り
を
さ
ら
に
拡
大
し
た
と
し
て
い
る
。
そ
の
通
り
だ
と
わ
た
し
も
考
え
る
が
、
左
派
活
動
家
た
ち
が
、
み
ず
か
ら
を
も
含
め
た
労
働
者
の
生
活

に
密
着
し
た
発
想
を
し
て
い
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
誤
り
も
少
し
は
防
げ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
本
稿
で
わ
た
し
が
西
尾
に
注
目
し
た
の
は
、
労
働
者
の
現
実
の
生
活
に
立
脚
し
た
指
導
者
で
あ
り
、
総
同
盟
の
建
設
老
の
な
か
で
も
っ
と
も

重
要
な
人
物
の
一
人
で
あ
る
西
尾
が
、
分
裂
の
遍
程
で
い
か
に
行
動
し
た
か
を
あ
き
ら
か
に
し
た
が
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
西
尾
は
関
東
地
方
で
起
っ
た
左
右
対
立
に
際
し
て
は
調
停
者
と
し
て
、
あ
く
ま
で
も
統
一
を
守
る
た
め
に
除
名
に
反
対
し
た
。
西
尾
が
や
む

な
く
除
名
を
認
め
る
立
場
に
移
っ
た
の
は
、
一
四
年
大
会
で
個
人
的
中
傷
を
含
め
た
左
派
の
行
動
を
目
の
あ
た
り
に
し
、
そ
の
あ
と
の
組
織
的

分
裂
活
動
を
見
て
か
ら
で
あ
る
。
大
会
の
の
ち
、
西
尾
は
左
派
を
除
名
す
べ
き
か
否
か
を
山
名
雲
鶴
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
…
，
こ
こ
ま
で
問
題
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が
紛
糾
し
て
く
れ
ば
、
こ
れ
を
ウ
ヤ
ム
ヤ
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
ま
た
よ
く
な
い
。
そ
こ
で
問
題
を
で
き
る
だ
け
少
い
犠
牲
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

解
決
す
る
と
い
う
こ
と
が
震
の
責
任
だ
ろ
う
」
と
の
返
事
を
得
た
。
そ
れ
が
西
尾
に
と
っ
て
「
私
の
性
格
と
、
主
事
の
立
場
に
合
せ
て
ピ
ッ
タ

り
す
る
も
の
が
あ
っ
た
」
た
め
に
、
「
最
小
限
度
の
犠
牲
に
お
い
て
解
決
す
る
腹
を
決
め
た
」
の
で
あ
る
。

　
た
し
か
に
西
尾
に
つ
い
て
は
、
総
同
盟
か
ら
評
議
会
に
移
っ
た
大
阪
の
造
船
労
働
者
、
仲
橋
喜
三
郎
の
よ
う
な
見
方
も
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
。

144 （91e）

　
総
同
盟
の
よ
う
な
大
き
な
組
織
で
、
し
か
も
自
分
達
と
意
見
の
違
う
者
、
自
分
達
が
気
に
入
ら
ん
者
は
か
た
っ
ぱ
し
か
ら
追
い
出
し
て
し
ま
え
と
い
う
よ
う

　
な
考
え
方
を
持
っ
た
右
派
幹
部
が
が
ん
ば
っ
て
い
る
以
上
、
そ
う
簡
単
に
改
革
な
ど
で
き
る
は
ず
が
な
い
の
や
。
し
か
も
西
尾
末
広
の
よ
う
な
連
中
は
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
う
い
う
や
り
方
で
、
結
構
や
っ
て
行
き
よ
る
の
や
か
ら
な
あ
。

　
け
れ
ど
も
、
少
な
く
と
も
総
同
盟
第
一
次
分
裂
に
お
け
る
西
尾
は
、
　
門
自
分
達
と
意
見
の
違
う
者
、
自
分
達
が
気
に
入
ら
ん
者
は
か
た
っ
ぱ

し
か
ら
追
い
出
し
て
し
ま
え
」
と
い
う
態
度
で
は
な
か
っ
た
。
西
尾
は
ど
う
に
か
し
て
除
名
一
分
裂
を
避
け
よ
う
と
努
力
し
、
そ
れ
が
左
派
の

出
方
に
よ
っ
て
不
可
能
と
な
っ
た
時
に
、
最
高
費
任
老
と
し
て
や
む
な
く
処
断
を
下
し
た
の
で
あ
る
。

　
西
尾
が
、
一
九
二
二
年
頃
の
共
産
党
に
近
い
立
場
か
ら
反
共
に
転
じ
た
主
要
な
原
因
の
ひ
と
つ
に
は
、
こ
の
総
同
盟
第
一
次
分
裂
に
お
け
る
、

左
派
の
現
実
か
ら
遊
離
し
た
観
念
的
な
傾
向
に
強
い
批
判
を
持
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
①
前
掲
谷
口
『
日
本
労
働
組
合
評
議
会
史
』
四
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
③
前
掲
『
大
衆
と
共
に
』
二
一
三
頁
。

　
②
渡
辺
政
之
輔
「
わ
が
園
無
産
階
級
運
動
の
発
展
と
当
面
の
僅
務
」
『
マ
ル
ク
ス
　

④
総
評
大
阪
地
方
評
議
会
編
『
大
阪
労
働
運
動
物
語
』
一
八
九
頁
、
労
働
旬
報
社
、

　
　
主
義
臨
一
九
二
八
年
二
月
号
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六
九
年
。
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the　Kingdom．

　　Though　the　plural　regime　faded　with　the　end　of　the　Norman　’King－

dom，　its　tkeory　of　tlte　1〈ingshlp　and　centralistic　trend　were　to　be　suc－

ceeded　ln　the　later　kingdoms　in　Southern　ltaly　and　Sicily．

The　First　Split　of　Theノ’apaneSe　Fe　de　ration（ゾ

Lαbour　H本労働総同盟and　SZtehiroノ＞ishio西尾末慶

by

Hideki　Chimoto

　　In　this　article，　1　examine・the　role　of　Suehiro　Nishio　from　the　time，

w12en　the　confiict　became　clear　between　the　right　and　the　left　in　the

／4Panese　Federati（mρプLabouPt，　to　its　first　sPlit。　Nishio　virtually　be－

came　its　highest　leader　after　the　Z3　th　Ratlona！　Congress　（Feb．　1924）　of

the　Federation．　ln　the　autUMn　of　1924，　he，　who　had　come　back　from　the

Intenzationel　Labour　Conference国際労働会議，　worked　for　its　unity　as　a

meditator　of　the　conflict　between　the　right　and　the　left　within　the

Kanto　Federation　of　Labour関東労働同盟会because　the　headquaters

such　as　the　president　Suzufei鈴木had　lost．the　ability　to　solve　it．　The

idealistic　left　was　aiming　at　removing　the　leaders　of　the　right，　where一

’as　the　right　persisted　in’excluding　the　left．　So　with　dificulty，　Nishio

sttcceeded量n　br量nglng　about　a　brief　tranqu童1ity　by　objecting　to　亡he

expulsion　of　the　left　and　by　admltting　the　f6undation　of　the　Kanto

．」Regional　Council関東地方評議会．　But　the星eft　still．attacked　the「igkt　at

the　National　CoRgress　in　March　1925　and　after　that　continued　factional

ac亡ivities．　Therefore　Nishio　reluctantly　struck　their　names　off偽e　iist

by　himSe！f　as　the　deputy　president．

（915）




